
サンスクリット美文詩と賛歌

Bharavi作Kiratarjunzyα第 18章第22-43詩節を中心に ＊ 

山 崎 一穂

1 はじめに

11 世紀カシミールの宮廷詩人 K~emendra は仏教美文詩 Bodhisattviivadiinakalpalatii （『菩薩のア

ヴァダーナの如意の蔓草』）第73 章 Nagadiitapre~ai:ia （「龍への使者の派遣」）をアショーカ王の龍調伏

伝説の叙述にあてている。同章は韻律anu~~ubh を基調とする 28 の詩節からなり、その物語材源が、

チベット大蔵経テンギュル書翰部にテキストが完全な形で残る A§okamukhaniigavinayapariccheda

に最も近いことは拙論で指摘した通りであるに K~emendra はこの物語の筋を忠実に再現している

が、我々はその物語の中間部に、恐らく彼自身に帰せられる次のような賛歌（stotra）を見る。

[Av-klp 73.16] 

sattvasm巴raiμ sarasakarm.1akaumud!piiritafarμ 

santyai kantarμ sakalatamasarμ suklapak~e nivi~！am I 

nityanandarμ paramam a~arµ nirvikararμ si;jantarμ 

vande tapaprafamasuh~・darµ buddhapiin:iendubimbam II 

諸々の善い性質ゆえに微笑を浮かべており（ェ生来肱く輝き）、柔和な憐れみの心と

いう月光で願望という空間を満たし、あらゆる無知（＝闇）を除くために潔白な者の側

に与し（＝白月に〔天に〕留まり）、魅力あり、絶えず歓びを与え、最高にして質を落

とすことのない甘露を放ち、〔輪廻生存の〕苦（＝熱苦）を鎮める友である、仏陀という

満月の環に帰命いたします30

K号emendraは上掲詩節d句に「仏陀という満月の環」（buddhapiin:iendubimba）という〈隠喰）(riipaka) 

を用い、その限定句に〈隠除〉の比轍対象「仏陀」と比聡基準「満月の環」とに対応する二義を与

える言葉の芸当を披歴する。三義の対応は次の通りである40

仏陀（buddha。） 満月の環（0piin:iendubimbam)

sattvasm巴rarμ 諸々の善い性質ゆえに微笑 諸々の善い性質ゆえに生来舷
を浮かべている く輝く

。piiritasarμ 願望を満たす 空間を満たす
fantyai sakalatamasarμ 全ての無知を除くために 全ての閣を除くために白月に
§uklapak~e nivi~~arµ 潔白なる者の側に与する 〔天に〕留まる
tapaprafamasuhrdarμ 〔輪廻生存〕苦を鎮める友 熱苦を鎮める友

さて K~em巴ndra はいかなる意図からこの賛歌を挿入したのであろうか。自身の詩作能力を示す

ためであったのか。それとも詩人達の間にあった何らかの取り決めに従ったためか。確かに詩論家

＊本論は特別研究員奨励費（25・10048）による成果である。本論の執筆にあたり九州大学の岡野潔先生と片
岡啓先生からケンブリッジ大学図書館所蔵のAiadiinakalpalatiiの写本、ネパールのNationalArchives収録の
AvadiinakalpalatiiとA§okiivadiinamiiliiの写本の複写を頂いた。広島大学の根本裕史先生からは Kaりiidar§a
に対するチベット語註における Avadii叩 kaかalatiiの詩節引用に関する情報を頂いた。日本学術振興会特別研
究員の川村悠人氏からは Pai:iini文法学に関する筆者の疑問点について御教示頂いた。記し御礼申し上げる。

2山崎［fo口hcoming］を参照せよ。

3テキストの異読・訳注については付論和訳研究Iを参照せよ。

4 この技法は詩論家 Dai:i~i目、 Mamma!a が言う〈掛詞による隠聡＞ (sii符ariipaka）にあたる。〈掛調による隠
喰〉ついては GEROW[1971: 255］を参照せよ。
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Da判inがKavyadarsa（『詩の鏡』）第一章第 14ー19詩節で列挙する、詩人が大美文詩（m油akavya)

で描くべき諸題材のうちに賛歌は数え入れられていない5。しかし賛歌が大美文詩を特徴づける一

要素であったことを我々は Bharavi（六世紀中頃）、 Magha(7-8世紀）、 Ratnakara（九世紀）といっ

たKalidasa(4--5世紀）より後の美文詩人達が自作品に賛歌を取り入れている事実から知る6。従っ

て大美文詩に賛歌を挿入する慣例が美文詩人の間にあり K~emendra がこれに従っていたことは十

分に考えられよう。では大美文詩のー要素としての賛歌に適用された〈荘厳法〉（山rpkara）をめ

ぐってそれぞれの作品についてどのような特徴を見出すことができるかにヒンドゥー教、仏教、

ジャイナ教詩人達による大美文詩及び賛歌に関する研究は様々な方面からなされているが、上記

問題を論じた研究は管見の及ぶ限りなされていない。本論は Kalidasaより後の最初期に属す詩人

Bharaviの大美文詩Kiriitiiりunfya（『森の民とアルジュナの戦闘』）を取り上げ上記問題の解明を試

みるものである8。なお本考察ではλnandavardhana（九世紀）のDevfsataka（『女神百頒』）、 Avat忌ra

のlsvarasataka（『主宰神百頒』）は考慮外とする。なぜなら両者は citrabandha（種々の意匠に依存

して剣や蓮華などの図案を表す構成）に特徴付けられる riddlepoetryというジャンルに属す作品で

あり9、讃詠を目的としているとは考えられないからである。

2 Kiriitiirjunfya第 18章第22-43詩節に見られる〈言葉の荘厳法〉

2.1 〈同音群反復〉

Kiriitiiワunfyaは叙事詩Mahiibhiirataに描かれる、パーンドゥの王子アルジュナとシヴァの化身

である森の民との戦いを歌い上げた全 18章からなる大美文詩であり、その材源はMahiibhiirata第

三巻第 28-42章に求められる100 最終章の第 22-43詩節は、森の民がシヴァの化身であることを

矢口った主人公アルジ、ユナが彼に奉げる賛歌にあてられている。作者Bharaviはこの一連の箇所で材

源とした Mahabharataの叙述を忠実に再現する。しかし CAPPELLER[1912: xx］が指摘する通り問

題箇所の詩節の語禁・語法に Mahabharataのそれとの一致はなく、 Bh忌ravi自身が材源に詩的彫琢

を加えた形跡を我々は見出すことができる。その一つが〈言葉の荘厳法） (fabdalarpkara）である。

Bharaviは賛歌を構成する詩節のほぼ半数にあたる 11詩節に〈同音群反復） (yamaka）もしくはそ

れに類した〈疑似同音群反復） (pseudo-yamaka）を適用しているll0 これら用例に認められる諸特

徴は、同時代の賛歌を取り巻く文学史的背景について興味深い事実を我々に示唆する。以下にそ

の用例を見ょう。〈同音群反復〉の代表例として第一に挙げねばならないのは次の詩節である。

5詩節の訳については辻［1973:3］、 DIMITROV[2002：・ 216-217］を参照せよ。

6LIENHARD [1984: 131］を参照せよ。

7以下〈荘厳法） (figu陀 ofspeech）という語を用いるが、これはインド古典詩論におけるfabdalaiμk孟ra

とarthalarμkaraの総称であることをお断りしておく。 alarμkaraに対する訳語としてはこの他に〈修辞法〉
(rhetoric）が考えられるが、これは後者のみを指すものと誤解されかねないので本論では用いない。

8以下Kiratiiηunfyaの底本には GOI;>ABOLEand PARABA eds., Bombay：目 NSP,1885を用いる。

9citraについては GEROW[1971: 175ー189］を参照せよ。

10対応する Mahabharataの章数は Poona本のそれである。 Kiratiiり聞かa全 18章の内容については
CAPPELLER [1912］が各章に対する独訳の冒頭に示す梗概を見よ。簡潔な要約は LIENHARD[1984: 185-
187］にも与えられている。 Kiriitaげunfya全 18章の翻訳業績を我々はCAPPELLER[1912］に負うが、これに先
立つ重要な翻訳業績として FriedrichROCKERT (1788ー1866）による未刊行の独訳を挙げねばならない。彼の
遺稿はベルリン州立図書館に移管されており、 STRAUBE[2011］はその一部にあたる第八章第27-57詩節に
対する ROCKERTの遺稿を活字化して公開した。 STRAUBE[2011］によれば、同訳は ROCKERTがFranzBOPP 

から借用した、 1814年刊行のMallinatha註付きの初版本に基づいたもので、 248枚からなり、彼がBOPP宛
に送った書翰の内容から推定して 1829年末もしくは翌30年初めから 1833年夏の聞に翻訳されたものらし
し泊。

11以下yamakaの対訳語としてく同音群反復〉という語を用いるが、これは「意味の異なる音節のユニッ
トを反復するfabdalaiμkaraの一種」を指すことをお断りしておく。 GEROW[1971: 233-238］を参照せよ。
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[Kir 18.42] 

asal!lvidanasya mamefa samvidam titik~itu~ duscarita~ tvam arhasi I 

virodhya mohlit punar abhyup町田a~ gatir bhavan eva duratmanam api II 

諸々の知識を自在に操る者よ、事を知らない私がなした不行状を爾はどうか許され

よ。迷いを理由に戦いを交えておきながら、再び近づいて来た、心根の曲がった者達

ですら、赴く所は貴方様を措いてないのである。

99 

Bharavi は va~fastha 調の詩節 a匂を構成する 12 音節を脚頭、中間部分、脚末で四音節毎に三分

割し脚頭の三音節を脚末の三音節で反復する。その構造を表に示すならば次の通りである。

asa~vidanasya I < asa1pvidana <na vidyate saipvid加 myasya> I Gen. sg. m. 
Ifa saipvid晶ip I <Isa/叩 pvid I Voe. sg. m./Gen. pl. m. 

Bharaviの約三百年後に活動したカシミールの詩論家Rudra!aはKi.ivyi.ilmrzki.ira（『詩の荘厳』）第

三章を〈同音群反復〉の説明にあてる。彼は詩脚内に適用される〈同音群反復〉を定義するにあ

たり詩脚を (1）半分、（2）四分の一、（3）三分の一、（4)(1）一（3）以外に分け、それぞれについて脚頭、

中間部、脚末の組み合わせを示す。 Kiri.iti.irjunfya第 18章第42詩節における適用例は Rudra!aの分

類に従うと彼が第54詩節で示す〈アーディ・アンタ） (adyanta）と呼ばれる〈同音群反復〉にあた

る120

[Ki.ivyi.ilaf!!ki.ira 3.54] 

ghanagha naya~ na nabha ghanaghanan udarayann eti mano’nu darayan I 

sakhe’dayal!l tam avilasa khedayann ahiyase gor athava na hiyase 11 

罪深い者よ、雨雲を拡散させた後で、心を引き裂くこの雨季は必ずやって来ょう。生

真面白な友よ、そ〔の恋人〕を冷淡に苦しめておいて、君は蛇のように振る舞う。或

いはむしろ、雄牛を失わない130 

12テキストは DURGAPRASλDAand PARABA eds., Bombay: NSP, 1886のそれに従う。

13Namisadhu on Kiivyiilmpkiira 3.54 (34.6-10): etat pravr~i pathikasya suhfdocyate - he ghaniigha grhan-
anusaraJ_lad bahupapa, ayam asau nabha~ sravaJ_10 maso na naiti I api tv ayaty eva I nabha悩abdomasavacak功
pmpliilga~ I kidffo nabhaちlghaniighaniins勾alajaladanudiirayan v凶arayanI anu pa8cac ca manas cittaiμ diirayan 

vipatayan I tatha he sakhe aviliisa nirlila, tiirp kantam adayarp m凶 yaiμkhedayann udv中yannah加 es岬 ayas巴｜
athavii gor ba!Ivardiin na hfyase I ba!Ivarda evasity arth~ I （「次のことを雨季に旅行く男に友人が言う。おお
罪深い者よ、妻の後を追うことがないので大いに罪作りな者よ、この（ayam= asau）雨季、つまりシュラー
ヴァナ月が来ないことはない。そうではなくて必ずやってくる。 nabhasという言葉は月を表示しているの
で男性形をとる。【間】どのような雨季か。【答】厚い雨雲、つまり水を含んだ雲を拡散させる（udarayan二

vist孟rayan）〔雨季〕。そして後で（anu= pa8cat）心を（manas= cittam）引き裂く（darayan= vipa¥ayan）〔雲〕。
そしてまた、おお友よ、生真面目な者よ（avi!asaニ nirlila）、その愛する女を冷淡に（adayam= nirdayam）苦
しめておいて（khedayan= udv叩yan）、君は蛇のように振る舞う（油Iyase= sarpayase）。或いはむしろ、雄牛
をは叫＝ ba!I vardat）失わない。君は雄牛に他ならないという意味である。」）
d句が意味する所が分かりにくい。しかし Rudra¥aはここで「雄牛」（go）を否定的な意味で用いているよ

うである。これを支持する用例として Dal).cJinのKiivyiidar§a第一章第 16詩節が挙げられる（引用テキスト
はTHAKURand JHA eds., Darbhanga：百ieMithila Institute, 1957に従う）。

[Kiiνyiidar§a 1.6] 
gaur gau~ kamadugha samyak prayukta smaryate budhaiり1
du~prayukta punar gotvaiμ prayoktu年saiva8aiμsati II 

〔人が〕言葉を正しく使用しているなら、賢者たちは〔その言葉を〕望みのものをもたらす牝
牛だと見なす。しかし正しく使用されていなければ、同じそれは、使用する者が雄牛であること
を表す。

Ratnas可fianaは詩節が意味する所を次のように説明する。 Ratnafrfon Kiivyiidar§a 1.6 (5.8-9): manu~yatva
vi8e~e ’pi sastr匂白odeva iva piijyate g凹 iinur硲ibhiritaras tu pa8ur iva drsyata iti II （「人間であることに違いはな
くても、論書を知る者は、美質に魅力を覚える者遥から神の如く敬われる。しかしそうでない者は獣のよう
に見られると〔言う〕。」）。この用例については川村悠人氏の御教示に負う。
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a ghanagha nayam く ghanagha<ghanam agharp. yasya>/na/idam Voe. sg. m./ind.刑 om.sg. m. 

ghanaghanan く ghanaghana Acc. pl. m. 

b udarayan く udarayat Norn. sg. m. 

anu darayan < anu/darayat ind./Nom. sg. m. 

c sakhe’day am < sakhi/adaya <na vidyate daya yasya yatha tatha> Voc. sg. m./Acc. sg. n. 

avi!asa khedayan く avi!asa<na vidyate vilaso yasya>/khedayat Voc. sg. m允~om. sg. m. 

d ahiyase < ahi 2nd. sg. pres. A. 

na hiyase く na/ha ind./2nd. sg. pres. Pass. 

vaqifastha調の各詩脚を四音節毎に三区分し脚頭の音節を脚末のそれで、反復する点でKiriitiirjun砂G

第 18章第42詩節の適用例と全く同じである。次に第36詩節を見ょう。

[Kir 18.36] 

rak~obhiり suramanujair <liteりsutairva yal loke~v avikalam aptam14 adhipatyam I 

paviny功sara!fagat加 ih訂i!fetan mahatmyaqi bhava bhavate namaskriyay功 II

悪魔達や神々、人間達、ディティの子達が諸々の世界で完壁な支配力を手に入れた

のは、パヴァよ、庇護下にいる者達が患う苦しみを除く貴方様に対する、〔過失を〕除

く頂礼がもたらした効力なのである。

この詩節ではd句の中間部にあたる第4-5音節が後続する第6ー7音節で反復されている。〈同音

群反復〉を構成する語の語形は次の通りである。

凪
一
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－ob 

P
3

－P3
 ！
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w
一
九
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以上の詩節は各脚 13 音節よりなる prahar~i!f調であるから、 Bharavi は音節数に基づいて詩脚を

均等に四分割せず脚の中間部に〈同音群反復〉を適用している。この例を説明しうる用例を Rudrata

のKiivyiilal'(lkiiraに求めると第 58詩節がこれにあたる。

[Kiivyiilal'(lkiira 3.58] 

kamalinI sarasa sarasam iyaqi vikasitanavamarp navamal).<;ianam I 

kim iti nadhigata dhig atadrfaqi madhuk紅 E早abatiil).avata kftam II 

花を咲かせ魅力に溢れているので諸々の湖のうちの最も素晴らしい、真新しい飾り

であるこの蓮池に羽音を立てる蜂は一体どうしてやって来ないのか。何とまあ嘆かわ

しく悲しいことか。〔蜂は〕似つかわしくないことをなしている150 

〈同音群反復〉が適用された語の文法構造を示すならば次の通りである。

14テキストはapramであるが誤植と忠われる。 Mallinatha註に従いaptamに訂正する。

15Namisadhu on Kiivyiilaf!lkiira 3.58 (35.8 11): iyaf!l kamalinfpadminI kim iti kasman madhukarei:za bh刊gena 

niidhigatii na samprapta I dhik ka~~am I teniii:zavatii fabdavatiitiidr§am ayuktarp. krtam I dhigbatafabdav atra 

khedadhikyarp. siicayataJ:i I kidrsI I sarasii niitana I vikasitii praphulla I ata eva sarasiif!l jalafayanam anavamaJ?l 

sre~tharp. navamai:z<;fanaf!l pratyagralarp.kara1.1am I （「この蓮池に（kamalinI= padminI）一体どうして（kimiti二

kasmat）蜂は（madhukare早a=bh!"flgena）やって来ないのか（nadhigata= na sarp.prapta）。ああ何と嘆かわし~）
ことか（dhik= ka~tam）。羽音を立てる（a明vata = fabdavata）それ（＝蜂）は似つかわしくないことを（atadrfam
= ayuktam）なしている。ここでdhikとbataという二つの言葉は過度の苦痛を示唆している。【問】どんな
〔蓮池〕か。【答］魅力に溢れていて（sarasaニ niitana）花を咲かせている（vikasita = praphulla）〔蓮池〕。まさ
しくこの理由で、諸々の湖のうちでいarasam= jalafaya耐n）最も素晴らしし通（anavamam ニ sre~tham）、真新
しい飾り（navama1.1¥!anam= pratyagralarp.kara1.1am）である〔蓮池〕。」）



a sarasa 

sarasam 

b anavamaip 
navamam;lanam 

c adhigata 
dhig atad~5am 

d madhukarena bata 
anavata 
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< sarasa <saha rasena vartata iti> 

< saras 

< anavama <navamam> 

< navamal)."anaくnaval]lca tat mal)."anarμ ca> 
< adhigata 
< dhik/atadr5a 

く madhukara/bata

< al).avat <al).a十 matUP> 

Norn. sg. f. 

Gen. pl. n. 

Norn. sg. n. 
Norn. sg. n. 

ind.fl'呼om.sg. f. 
ind斤fom.sg. n. 

Inst. sg. m./ind. 
Inst. sg. m. 

－ 
AU 
l 

問題の詩節は各脚 12音節からなる drutavilambita調であるから、本来詩脚を三音節ずつ四つに

分けその中間部にあたる第4-9音節に〈同音群反復〉を適用せねばならない。しかし以上の用例

では詩脚がそれぞれ四、三、三、二音節ずつ四つに分けられその第510音節に〈同音群反復〉が

適用されている。

以上の用例にのみ注目すれば、 Bharaviが活動した時代には後の Rudra!aの詩論書に規定される

く同音群反復〉を射程内に入れた洗練された詩作がなされていたと我々は推定できょう。しかし賛

歌をなす一連の詩節に用いられる〈同音群反復〉のうち Rudra!aの分類に基づいて説明できるのは

以上の二例のみであり、残る用例はこれを逸脱する。第22詩節を見ょう。

[Kir 18.22] 

saral).aip. bhavantam atikiirul).ikarμ bhava bhaktigamyam adhigamya jan功｜

jitamμyavo’＇jita bhavanti bhaye sasuriisurasya jagataりsara早amll

打ち負かされない者、パヴァよ、とても憐み深く、信愛を通じて近づくことのでき

る貴方様という守護者を得て、人々は死神ヤマに打ち勝つて、神々と悪魔のいる世界

の恐怖に対して身を守る者となる160 

b I bhaktigamyam 
adhigamya 

c I jitamrtyavo 
下ta

d I sasurasurasya 

< bhaktigamya <bhaktyagamyarn> 
< adhi-gam + LyaP 
くjitamrtyu寸1tomrtyur yebhilp 
＜司自＜najit地〉
< sasurasura <saha surasurebhir vartate> 

Acc. sg. m. 
ind. 

Norn. pl. m. 
Voc. sg. m. 

Gen. sg. m. 

bed句に三箇所の〈同音群反復〉が認められる。しかし d句は厳密な意味での〈同音群反復〉で

はない。また脚中で反復される音舗の聞に前接辞（upasarga）や語が介在している上に、音節が反復

される位置に規則性が認められない。

2.2 〈疑似同音群反復〉

2.2.1 音の一部が反復されないもの

以上に見て来た三例は厳密さに程度の差はあれ「複数の意味を持つ語からなる同じ音節群が反

復される」という点で、詩論家による〈同音群反復〉の規定に従っている。しかし残る八例は何

らかの形でそれを逸脱するく疑似同音群反復〉に分類される。それらに認められる傾向と特徴を

分析すべく、まず第30、38-40詩節を見ょう。

16Malli凶 tha註に従い ab句のsaral).aを行為主体（kartr）の意味に解す。 Ghai:z!iipathaon Kir 18.22 (265.29-
31 ): bhaktigam}af!l bhaktimatrasulabharμ bhaνantaf!1皇盟担mrak~akam adhigam}a jitam仰 dνovigatamaral).fil:l I 

amara bhutvety arth崎 ljaniift sasuriisurasy官 jagatobhaya apadi saranam svayarn raksitaro bhavanti I sarai:zaf!1 

grharak号itrol,iiti visvめ｜（「信愛を通じて近づくことのできる、つまりひたすら信愛を捧げることだけで容易
に得ることができる貴方様とし寸守護者（saranam二 raksakam）を得て、死神ヤマに打ち勝った (jitamrtyava年
= vigatamaral).幼） 神々 となってとし追う意味である 人々は神々と悪魔のいる世界の恐怖、つまり災いに対
して、自ら身を守る者となる（5aranam二 raksitarah）。「saral).aは家と守護者を意味する』と Visvakoiaは言
う。」）
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[Kir 18.30] 

sarp.nibaddham apahartum aharyarp. bhiiri durgatibhayarp. bhuvananam I 

adbhutalqtim imam atimayas tvarp. bibhar~i karuQ.iimaya mayam II 

憐み深い御方よ、誤った心象を抱くことを超越している爾は、〔自分がなした業と〕

結び付けられているので〔他者が〕除くことのできない、生きとし生ける者達が味わ

う地獄の大きな恐怖を取り除くために、驚くべき姿をしたこの幻像をとる170 

[Kir 18.38--40] 

bhavatal_J. smaratarp. sad孟sanejayini brahmamay巴 ni~edu拘nl

dahat巴bhavab司asarp.tatirp.sikhine’neka8ikhaya te namaり｜｜

abadhamaraQ.abhayiirci~忌 ciraya plu号！ebhyobhava mahatii bhavanalena I 

nirv拘arp.samupagamena yacchate te bijan訂pprabhava namo’stu jivanaya II 

yaりsarve号沿navarita variyan sarvair bhavair n忌vi;to’nadini符hal_J.I

margafitayenむiyiiQ.arp. namas te’vijfieyaya vyom訂iipayatasmai II 

[38] 勝利をもたらし、ブラフマンよりなる正しい座に腰を下ろし、貴方様のことを

想起する者達の輪廻生存の一群の原因を焼き尽くす、無数の炎を上げる火である爾に

頂礼あれ180 

[39] パヴァよ、諸々の種子の源よ、苦しみと死に対する恐れという炎を上げる、生

存という大きな火で長い間焼かれた者達に、〔彼等が〕近づいて行くことで安らぎを与

え、活力を与える爾に頂礼あれ190 

17 Ghai:i!iipatha on Kir 18.30 (267.29-34): atJ凶 ntomaya111 bandh訓 pamatimiiyafi I atyadayaりkrantady制 he

dvitiyaya iti samasaJ:i I he karui:iamaya he lqpalo, smrmibaddhaf!! svakarmal).ii dr<;lhabaddham ata eviihiiryam anyair 

anucchedya111 bhuri prabhiita111 bhuvaniiniif!! durgatibhayaf!I narakabhayam I syan narakas tu narako nirayo dur-

gatiJ:i striyおnity amara与Iapahartum adbhutiikrtif!! vicitrariipam imiif!! miiyiif!I drsyamiinii111 I百五vigrah紅 iipa111

bibhar~i I anye~a111 karmanubandhi vigrahaparigrahaJ:i I bhavatas tu paropakarartha ity arthaJ:i II （「束縛を本質と
する、誤った心象を抱くことを超越している〔爾〕。 Varttika10 on Piil).ini 2.2.18: atyadayaJ:i krantadyarthe 
dvitiyayaに基づいて〔対格限定〕複合語を形成している。おお憐み深い御方よ（hek削早孟maya=he lqpalo）、
結び付けられている、つまり自分がなした業とかたく結び付けられている、まさにこの理由で、除くこと
ができない、つまり他の者達が断ち切ることができない、大きな（bhiiri= prabhiitam）、生きとし生ける者達
が味わう地獄の恐怖を（durgatibhayam= narakabhayam）ー『一方 naraka、naraka、niraya、女性形の durgati

は〔地獄を意味する〕同意語である』と Amarako§a は言うー除くために、驚くべき姿をした（adbhuta~im
= vicitrariipam）、視覚認識される、色っぽさに特徴付けられた身体をその本質とするこの幻像をとる。他の
者達は業と結び付いて身体を得るが、貴方様は他者を扶助するために〔身体を得る〕という意味である。」）

18Ghai:i!iipatha on Kir 18.38 (270.4--8): jayini jayasile s紅votkf~！e I brahmamaye brahmapradhane I tatprapty-

upayatvat I sadiisane samyagas組 eyogasana ity artha引 ni~edu~iim upavi~t如am I bhavatafi smaratiif!! bhavantarp. 

dhyayatam I‘adhigartha’ityadina se~e karma早i~a~thi I bhaνabfjasaf!!tatif!! sa111saranidanasamiiharp. bhavanidana-

kam削 a111ghata111dahate bhasrrulrnrvate’nekasikhiiya bahujval孟yasikhine vahnimiirtaye te tubhya111 namafi II （「勝

つことを習いとする Gayini= jaya鎚e）、つまりどんな者よりも優れている、ブラフマンよりなる、つまりブラフ
マンを主とする〔爾〕。それ（＝ブラフマン）に到達する手段であるから。正しい座（sadasane= samyagお組巴）
にとはヨーガを行う座に〔座して〕という意味である。座して（ni号巴du~am 二 upavi~tanam）貴方様のことを
想起する、つまり貴方様に心を傾ける者達。 Pa早ini2.3.52: adhigarthadayesaii. karmal).iに基づいて行為の対
象が残余として意図される場合に第六格接辞が起こる。輪廻を繰り返す一群の原因（bhavabijasa111tatim= 

sarp.saranidanasamiiham）、つまり輪廻生存の原因である一群の行為を燃やす、つまり灰にする、沢山の炎を
上げる（anekasi抽 aya= bahujva!aya）火、つまり火という形をとった爾に（te= tubhyam）頂礼あれ。」）

19Ghai:i!iipatha on Kir 18.39 (270.14--18): he bhava bfjiiniif!! prabhava kar組abhiitaI jivan孟miti pathe te~a111 
tvatpratibimbatvad iti bhavめIiibiidhiidhyatmikadiduJ:ikha111 marai:iaf!! paficatvarp. tabhya111 bhayaf!I tad eviircir 

yasya tena mahatii bhaνanalena sa111saragnina ciriiya cira111 plu~rebhyo dagdhebhyaJ:i samupagamena sa111sevaya 

nirvai:iaf!I sa111tapasanti111 yacchate dadate jivayatitijfvanaf!! tasmaijfvaniiya jalatmane te tubhyarp. namafi II （「おお
バヴァよ、諸々の種子の源、つまり原因である者よ、諸々の命の Gival).am）という異読の場合、それら（＝命）
は爾の影像であるからということが意図されている。苦痛、つまり自我意識によって引き起こされる〔苦〕を
始めとする苦と死（maral).am= paficatvam）への恐れという炎を上げる、大きな、生存という火（bhavanalena

= sa111saragnina）で長い間（ciraya= ciram）焼かれた者達に（plu符ebhyaJ:i= dagdhebhyaJ:i）、〔彼等が〕近づい
ていくこと、つまり仕えることで安らぎ、つまり熱の鎮静をもたらす（yacchate= dadate）、活力を与える者
Givayatiti jivanam）、つまり水を本質とする者である爾に（te= tubhyam）頂礼あれ。」）



サンスクリット美文詩と賛歌（山崎）

[40] 爾はとても大きしあらゆる事物を覆いつくす者であり、あらゆる言葉の意味

を用いても表現され得ず、始めもなければ終わりもない。諸感官が働く領域を超えて

いるので認識され得ない、虚空の形をとった爾に頂礼あれ200

[Kir 18.43] 

astikyafoddham avat時priyadharmadharmam dharmiitm司jasyavihitagasi fatruvarge I 

samprapnuyiilμ vijayam ifa yaya sarurddhya tarμ bhiltanatha vibhut互rμ vitarahave~u II 

善き行いを愛す御方よ、信心ゆえに汚れを離れたヴェーダに従う行いを守るダルマ

の息子（＝ユディシュティラ）を害した敵の大群に対して、主よ、その〔武器の〕威力を

借りて私が勝利を収めることができる所の、その力に他ならない〔武器に関する〕知

識を諸々の戦場で授けられよ。生ける者達の主人よ210
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20c加。fiipathaon Kir 18.40 (270.23-29）：聞のanu印刷幼 Ivibhur ity arth功 Ipriyasthira ityadinorufabdasya 

varadesaJ:i I yas tval]l sa円e~ii'!I vastiinam iivaritacchadayita I Vfl.lOtes qcpratyay叫 sarvairbhavai~ padarthair 

navrta~ kenapi kadacid apy anavrtal.i svayal]l vyapakatvad iti bhavaJ:i I avidyamane adini将heutpattinafau yasyasav 

aniidini~fho nity叫 Ini手＼hani~pattinasantal_i ity amaraJ:i I indriyai:ia'!I cak~uradinal]l margatftayatindriyaya I ata ev 

b仰ののiiparicchedyayatasmai vyomariipaya te tubhyal]l nama~ II （「とても大きな者（刊行yan= urutaraり）。支
配者とし寸意味である。 Pa早ini6.4.157: priyasthirasphirorubahulaguruvrddhatq>radirghavrndarakai:iam prastha-

spha varbal]lhigarvar~itrabdraghi vrndal_iに基づいて町uという言葉に v訂 aが代置されている。あらゆる事物を
覆いつくす者である（五varita= acchadayi偏）爾。〔Pa早ini3.1.133：早vultrcauと3.3.169:arhe kJtyaqcas caに基づ
いて〕動詞語根Vfの後にk11接辞tf(ごが導入されている。あらゆる言葉の意味を用いて（bhavail_i= pad訂出ail_i)

表現されえない、つまりどんな者によっても、どんな時にも表現されえない〔爾〕。自ら遍充する側である
からということが意図されている。始まりも終わりもない、つまり誕生も死滅もない者、つまり常住なる
者である〔爾〕。「ni~＼ha と ni~patti、 nafa、 antaは同義語である』と Amarakosaは言う。諸感官、つまり目
を始めとするものの領域を超えている。つまり感官を越えている〔爾に〕。まさにこの理由で認識されえな
い、つまり識別されえない、虚空の形をとった爾に（te= tubhyam）頂礼あれ。」）

21 Ghai:ifapatha on Kir 18.43 (271.22-28) he priyo dharmo yasyeti priyadharma I sam孟santovidhir anityal_i 

iti na samasanto’nicpratyay油 Ip制 lokematir astity astika年paralaukika引 astinastidi号＼amiti ¥hak I tasya bhava 

削除＇GY(Iv出呂拙tenasuddhaY(I vimalal]l dharmaY(I vaidikacaram avata~ palayato dharmatmajasya yudhi~\hirasya 

νihitagasi kJtaparadhe satruvarge vi~aye he ffo yaya samrddhyastravaibhavena vijayaY(I samprapnuyiiY(I 

bhajeyam I he bhiitaniitha ahav9u tiiY(I vibhutiiY(I vibhiitim as住avidyiil]lvitara d巴hiII （「おお正義を愛する者
よ－Paribhii~endusekhara 84: samasanto vidhir anityaりに基づいて複合語最終要素となる taddhita接辞 aniC

が導入されていないー来世を信じる者（astik幼＝ paralaukik幼）、 P旬ini4.4.60: astinastidi~＼am に基づいて
taddhita接辞＼haKが導入されている。それの性質が来世を信じる者の性質、つまり信心であり、それゆえに
清浄な（foddham= vimalam）、ダルマ、つまりヴ、エーダに従う行いを守る（avat均二palayataり）ダルマの息子、
つまりユデイシュティラを害した（vihita:gasi= kJtaparadhe）敵の大群に対して、おお主よ、その威力、つま
り武器の力を借りて勝利を私が収めうる（samprapnuyam= bh司jeyam）所の、その力（vibhutam= vibhiitim）、
つまり武器に関する知識を、おお生ける者達の主人よ、諸々の戦場で授けられよ（vitara= dehi）。」）

Mallinathaはa句末のdharmamにvaidikacaram「ヴェータゃに従う行い」という語釈を与える。しかしその前後
のpriyadharmaとdh訂matm吋aのそれぞれ後分、前分要素をなすdharmaを別の語で言い換えない。 CAPPELLER

[1912: 151］は問題の箇所に次の訳をあてる。”・u es mir gelingen mi:ige, o Herr, du Freund der _Q旦生虫註ι
den Sieg zu gewinnen廿berdie Scha紅 derFeinde welche g巴frevelthat an dem Sohne der _Q堅生血~， derdas 

durch den rechten Glauben geHiuterte _Q笠些schirmt.“（und巴rlinemine）.つまり priyadharmaとdharmatmajaを
それぞれ「正義の友」、「正義の息子」と解釈する。しかし後者のdharmaについては名称語である「ダルマ神」
が意図されているはずでおある （Mahabharata所収のユデイシュティラの出生に関する伝説については MANI

[1975：・ 226］を参照せよ）。従ってこれを反映させた解釈を考えるべきであろう。問題は前者のdharmaの意味
である。 Bharaviがこれをどのような意味で用いているか確定し難い。しかし彼が〈同音群反復〉を試みてい
ることを考慮すれば、同一音節で複数義を表示する原則を踏まえた解釈を考えるべきでらあろう。 priyadharma

という語の用例は Asvagho~a の Buddhacarita 第五章第 32 詩節、 λryasiira の Jatakamiila 第 20 章第四詩節
などに見出される。しかし両作品ともに我々が参照できる古典註を欠き意味を確定できない。そこで kofa

類を検討してみる。 Amarasil]lhaはdharmaをAmarakosa1.4.24cdと1.6.3abでそれぞれ pui:iya「徳ある行
しりと vedavidhi「ヴェーダ聖典に基づいて実行されるもの」の同意語としている （Amarakosal .4.24cd: syad 

dharmam astriyiil]l pui:iyasreyasI sukJtal]l vr~aJ:i 「dharma、女性形以外の pui:iya と sreyas、 sukJta、 vr~a は『徳ある
行い』を意味する同意語とされるべきである。」、 Amarakosal.6.3ab: sruti与strIveda amnayas tray! dharmas tu 

tadvidhil_i「女性形のsruti、veda、三種のおnnayaは『ヴ、ェータ中聖典」を意味する同意語である。一方dh紅 maと
はそれいヴェーダ聖典）に基づいて実行されるもののことである」、テキストは RAMANATHANed., Madras: 

The Adyar Library and Research Centre, 1971に基づく）。この説明を踏まえると dharmaには「ヴェーダ聖典
に基づく善い行い」という限定的な意味と「善い行い一般」という広い意味の二つを想定できょう。これを
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第 30詩節cd句末、第 38詩節c旬、第39詩節b旬、第40詩節a旬、第43詩節 ab句に Bharavi

が同一音節を反復しようとした形跡がある。各詩節で反復される音節を構成する語を語形分析す

るならば次の通りである。

第30詩節 atimayas く atimaya<atikranto mayam> Norn. sg. m. 

ma yarn く maya Acc. sg. f. 

第38詩節 sikhine < sikhin Dat. sg. m. 
anekasikh孟ya < anekasikha <aneka:J:i sikha yasya> Dat. sg. m. 

第39詩節 bhava く bhava Voc. sg. m. 
bhaviinalena く bhavanala<bhavas casav analas ca> Inst. sg. m. 

第40詩節 iivarit孟 < avantr < a-vr十位C Norn. sg. m. 
vanyan < variyas < urn+ iyasUN Norn. sg. m. 

第43詩節 priyadharma < priyadharma <priyo dh紅 moyasya> Voc. sg. m. 
dharmarμ < dharma Acc. sg. m. 
dharmiitm句asya < dharmatmaja <dharmasyatm勾al).> Gen. sg. m. 

以上の例では互いに意味を異にする「誤った心象を抱くことを超越している者」（atimaya）と「幻

影」（mayめ、「火」（sikhin）と「炎」（sikha）、「パヴア」（bhava）と「輪廻生存」（bhava）、「覆いつくす者」

(avantr）と「とても大きい者J(vartyas）、「善し通行しミ」（dhぽma）と「ヴェーダに従う行しり（dharma）、

「ダルマ神」（dharma）という語を用いた音の反復が意図されている。しかしいずれも本来反復され

るべき音が反復されない箇所があり〈同音群反復〉として不完全な形をとる。

2.2.2 同一同義語が同じ語形で反復されるもの

この他に我々の関心を惹くのは同一同義語が同じ語形で反復されるく疑似同音群反復〉が適用

されている事例である。第41詩節がそれにあたる。

[Kir 18.41] 

m_liyase visvavidharii:ie namo namo’ntikasthaya namo daviyase I 

atitya vおおpmanasarμ ca gocararμ sthitaya te tatpataye namo namah II 

とても微細なのに、あらゆるものを保持する爾に頂礼あれ。近くにいるのに、〔とら

え難いので〕とても遠くにいる爾に頂礼あれ。言葉と心の領域を超え続けているのに、

言葉と心を監視する爾に頂礼あれ220

ここでは主格・単数形でnm:nasという語が「頂礼」という意味を表示して五回反復されている。

註釈家Mallinathaはこの反復表現（dvirukti）が動揺（sambhrama）を意図して用いられていることを

説明する230 しかし音の反復については何ら言及しない。

適用し三箇所の dharma をそれぞれ「善い行~，」、「ヴェーダに従う行い」、「ダルマ神」とし寸意味に解す。

22Ghai:z!iipatha on Kir 18.41 (271.1 5): he bhava, ai:z!yase siik~mataraya tathapiνisvavidhiirii:ze jagaddhara-
kaya te tubhyarμ nam幼 Iantikasthiiyiintaryamitaya sarμnikf号＼ayasate I tathapi ぬνfyasedurgrahatvad diirataraya 
te tubhyarμ nama(l Iνiiciil!l manasiil!l ca gocaral!l vi号ayamamη。sth凶 yiiva白manasagocarayaI tatpataye te~arµ 
va白manasamadhyak~aya I tadadhyak~as tair eva na drsyata iti virodhaりIte tubhyarμ namo nama(l I （「おおノfヴァ

よ、とても微細な（aQiyase 二 siik~mataraya）のにもかかわらず、あらゆるものを保持する、つまりその身体が
世界を保持する爾に（te= tubhyam）頂礼あれ。近くにいるのに、つまり内に存在するので近くにあるのに、
それにもかかわらずとても離れている、つまりとらえ難いがゆえにとても遠くにしミる爾に（te= tubhyam）頂
礼あれ。言葉と心の領域、つまり対象を（gocaram= vi~ayam）超え続けているのに、つまり言葉と心の対象
ではないのに、それらを見守る、つまりそれら言葉や心を見張る者であるーそれら（二言葉や心）を監視す
る者を全く同じもの（＝言葉や心）を用いて見ることはできないという〈矛盾） (virodha）であるー爾（te= 

tubhyam）に頂礼あれ。」）。〈矛盾〉については GEROW[1971: 265-268］を参照せよ。

23Gha早tapathaon Kir 18.41 (271.7): bhaktyudrekac ca sambhramaI:i （「そして信愛に満ち満ちているがゆえ
に、動揺が起こっている。」）。 Viirttika5 on P五.Qini8.1.12: capaleに対する議論についてはMahiibhii~ya 369 .21: 
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2.2.3 〈同音群反復〉と融合したもの

Kiriitiirjunfya第 18章第22-43詩節に見られる音節の反復の形として、以上の他に〈同音群反復〉

と〈疑似同音群反復〉が同一詩節に適用される例を挙げることができる。

[Kir 18.23] 

vipad eti tavad avasadakarI na ca k盃masampadabhikamayate I 

na namanti caikapuru~aip puru干おtavayavad Ifa na nati与kriyateII 

主よ、人が爾に敬礼しない限り、破滅をもたらす災いが〔その者のもとを〕訪れる

けれども、望みのものの充足は〔その人を〕拒絶する。そして独り孤立したその人は、

〔他の〕人達から敬意を受けることがない240 

[Kir 18.35] 

tvam antak功sthavar司jaitgamanarμtvaya jagat prfu.!iti deva visvam I 

tvaip yoginarμ hetuphale rm;iatsi tvaip karallaip kara!lakarallanam II 

爾は動不動の者達に終震をもたらす者である。神よ、爾のおかげで全ての世界は命

を保つ。爾はヨーガ行者達の〔個我を束縛する〕原因と彼等が受ける報いとを退ける。

爾は諸元素の諸元素（＝諸原子）を生み出す源である250 

第 23詩節b句では kama「望みのもの」と動詞語根abhi-kam「好む」による〈同音群反復〉が

成立している。しかし c句末では puru~a が「人」という同一義を表示し、しかも不完全な形で反

復されている。第35詩節d句末では karal:_laが「根源」、「元素」という意味を表示して反復されて

いるが、形としては不完全である。 acd脚の冒頭では tvarμが同じ語形で反復されるが、全て「爾」

という意味を表示している。同義同一語が反復される箇所を除いた、同音が反復される箇所の語

の構成は次の通りである。

23詩節 lk亘masampad I < kamasampad <kamasya sampad> I Norn. sg. f. 
abhikiimayate I < abhi-kam I 3rd. sg. pres. A. 

kiirai.iaiμ I < k訂a早a I Norn. sg. n. 
kiirai.iakiira早iinamIくki'ira明kara明くkara早anaiμkara頃ni>I Gen. pl. n. 

cap al巴dvebhavata iti vaktavyam及びKiiSikii885.22: sambhramei:ia pravrttis capalam以下を参照せよ。また問
題の反復表現は付加性（adhikya）を表示しているとも解釈可能である。付加性を意味する反復表現について
は川村［2011］を見よ。

24Ghai:t!iipatha on Kir 18.23 (266.1-5): he fsa, yiivat taνa natift prai:iamo na kriyate I puru~ei:ieti se~a与 tiiνad
evaikaf!1 puru~am ekakinaiμ santam avasiidakarf k~ayakanν伊ad eti prapnoti I kiimasampan manorathasampac 
ca niibhikiimayate necchati I puru~ii§ canye lokas tam ekaf!l puru~af!l tava stutim akurvai:iaiμ na namanti na vase 

vartante I n五ni~＼anivrttir napI~＼apraptir 抑 制ha年Iyada tu tv拘 pra早amantitadaiva sarvaiμ labhyata iti bhavaり｜｜
（「おお主よ、爾に頂礼（nati年＝ prai:iarnaり）しない限り 『人々 がJ と補われる まさしくその限り、ただ一
人の者のもとをやkaiμ puru~am = ekakinaiμ santam）、破滅をもたらす（avasadakarI= k~ayakan）災いが訪れ
よう（eti= prapnoti）。しかし望みのものの充足（kamasampad= manorathasampad）は〔その者を〕拒絶する
(nめhikamayate二 necchati）。そして人々、つまり他の人々は、独り孤立した、爾を讃えないその人に敬意を
示さない、つまり影響を受けることはない。望まないことが起こらなくなることもなければ、望みのものが
手に入ることもないという意味である。しかしもし爾に頂礼するならば、まさしくその場合にはありとあ
らゆるものが獲得されるということが意図されている。」）

25Ghan!iipatha on Kir 18.35 (269.6-10): he deva, tvaf!l sthiivarajaligamiiniim antaka~ saiμharta I tvayii hetuna 
visvaf!l sarvaiμjagat priil}iti jivati I tvaf!l yoginiif!l he tu~ pravartakaiμ karma phalaf!l bhogas ca te hetupha/e rui:iatsi 
nivartayasi I te~aiµ tvam eva bandhavimocaka ity arthal). I kiiμ ca I tvaf!1 karai:iani bhutani tesaiμ kiirai:iani bhuta 
silk~拙亘Qi paramai:iavo va te~aiµ kiiranakiirai:iiiniif!l kiirai:taf!l prakftyadidv訂otpattisthanamI （「おお神よ、爾は
動不動の者達に終罵をもたらす者（antakal).=Sal世iartめである。爾のおかげで全ての（visvam= sarvam）世
界は命を保つ（prai:iiti= jivati）。爾はヨーガ行者達の〔個我を束縛する〕原因、つまり〔個我の束縛を〕起
こさせる行いと〔その〕報い（phalam= bhogal).）とを退ける（rui:iatsi= nivartayasi）。爾こそが彼等の束縛を
解く者だという意味である。さらにまた爾は諸元素（karai:ianiニ bhutani）の元素、つまり微細要素もしくは
原子を生み出す源、つまり根本原質を始めとするものを介して〔微細要素もしくは原子が〕起こる場所であ
る。」）
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さて以上の Kiriitiiりunfya第 18章第22-43詩節の用例に認められる、後代の詩論家による〈同音

群反復〉の規定からの逸脱例は Kiriitiiヴunfya全体を通して問題の賛歌に限定的なものと見なすこ

とができるか。この問題を検討するにあたっては Kiriitiirjunfya第 15章における〈同音群反復〉の

用例が参考になる。同章は 53詩節からなり大美文詩の主題の一つである戦争の描写にあてられて

いる。 Bharaviは悶章で八詩節に〈同音群反復〉を適用するお。我々はその用例にも詩論家による

く同音群反復〉の規定からの逸脱例を見ることができる。次の例を見ょう。

[Kir 15.35] 

tad gaJ.la dadrsur bhimarp. citrasaipstha ivacal埼1

vismay巴natayor yuddharp. citrasaipstha ivacali'il} II 

驚くべき姿をした山々のようなガナ達はその二人（＝シヴァとアルジュナ）の、かの

恐ろしい戦闘を、驚きのせいで絵の中にいる者達のように微動だにせず見ていた270 

偶数脚に〈同音群反復〉が適用されており、両脚のcitraに「驚くべき」と「絵」、 sarp.sthiiに「姿」

と「とどまる行為」、 acalaに「山」と「動かない者」という二義を Bharaviは与える。しかし ivaは

両脚で「知く」という同じ意味を表示しており、「複数の意味を表示する語からなる」という〈同

音群反復〉の原則を逸脱する。次に第 52詩節を見ょう 280 

[Kir 15.52] 

vikafam （α）加r(b)jagatffa_(c)miirgai:iii vikasam （αlryur jagatifa_(c)miirgai:iii~ I 

vikafam （αlryur (bljagatffamargaJ.lii vikafam （α） fyur j agatifamarga早油｜｜

大地の主（＝アルジュナ）の諸々の矢は広がって行った。主（＝シヴア）の諸々の矢は

世界で望まれない所へと赴いた。大地を痩せ細らせる者（＝ダヌの子孫）達を殺すガナ

達は歓喜を覚えた。〔三つの〕世界の主（＝シヴア）〔を目にするの〕を欲す者達は烏達

が飛び交う場所（＝虚空）へ赴いた290 

26Kiriitiiη聞かa第 15章に適用されたく荘厳法〉を概観するには LIENHARD[1984: 186 187］が便利であ
る。ただし彼の〈荘厳法〉の分類と定義については慎重な読みを要す。

27 Ghai:ifiipatha on Kir 15.35 (227.20-22): bhfma'!I tayor harapal).<,lavayos tat prasiddharμ yuddhaf!! gai:ial} pra-

mathas citrasaf!tsthiiS citrakara acalal} saila iva I tatha citra alekhye sarμstha sthitir ye中pte citrasaf!tsthiis citra-

likhita iviicalii ascaryavasan niscalaJ::i santoνismayena dadrsul} II （「恐ろしい、その二人、つまりシヴァとパーン
ドゥの子孫との、かの周知の戦闘を、ガナ達、つまりプラマタ達は〔見た〕。驚くべき姿をしたい1trasarμsth泊

三 citrakaraJ::i）山々 （acal劫＝ faila:J::i）のような〔ガナ達〕。そしてまた絵（citre= alekhe）にとどまっている
(sarμs師＝ sthitiJ::i）者達、つまり絵に描かれた者達のように、驚きのせいで（松町avasat= vismayena）動か
ず（acala:J::i= nifoala:J::i) （ガナ達は〕見ていた。」）

28LIENHARD [1984・：187］はこの詩節を mahayamakaもしくは samudgakaの適用例と見なす。これは補足

説明を要す。なぜなら mahayamakaの定義を詩論家Dal).<,linとRudra¥aは異にするからである。前者が言う
mahayamakaとは「四つの脚全てが同一音節から構成され互いに異なる意味を表示するく同音群反復〉」を指
す（GEROW[1971：・ 233］）。後者が言うそれは前者がslokabhyasayamakaに分類するもので「二つの詩節が同
一音節から構成され互いに異なる意味を表示するく同音群反復〉」を指す（GEROW[1971: 236］）。 LIENHARD

[1984］が意図するのは前者であるから GEROW[1971］に言及すべきである。

29Ghai:tfiipatha on Kir 15.52 (231.14-22): jagatf§asya p~hivlpater 明unasya miirgai:ia biil).a vikiiSaf!I vistaram 

1抑制taya(Read tathii) jagati loka f§amiirgai:iii!J知nbhu知 avikiiSaf!I 判明magatim加 hI bhailgam Iyur ity artha年l
tatha jagatlf!I p~hvlrµ syanti taniikurvanfiti jagatfsii danava:J::i ato’nu pas紅gekaりtanmarayanfiti jagatf§amiiral} I 

mriyater l).yantat kvip I te ca te gai:ial} pramath誕 ca1・agatfsamiirgai:iaνikii§amullasam Iyu年Ihar~arµ prapur ity 

arthaJ::i I aho deve’py asya par誌ramaprasaraiti vismayad iti bhavaJ::i I tad訂lllp.margayantlti m頃rganiianve~ak五年｜

kartari lyu¥ I jagatf§asya trailokyanathasya miirganii anvqaka年五1vadra~＼aro devar~yadayo vfniif!t pak~i早arµ ka§o 

gatir atreti vika§am akafamかゆ｜（「大地の主(jagafifasya= p~ivlpatel:i）、つまりアルジュナの矢（margal).iil:i = 

biil).al:i）は広がって（vikafam= vistaram）行った。そしてまた世界で (jagati= Joke）、主の矢、つまりシヴア
の矢は望まれない所、悪い行き先へと赴いた。こなごなになってしまったという意味である。そしてまた大
地 (jagafim= p~hvim）を痩せ細らせる者（syanti = taniikurvan江ti）、つまりダヌの子孫達を－Pal).ini3.2.3: ato 
’nu pas紅 gekめ〔基づ、いて動詞語根So の後に~接辞 Ka が導入される〕 殺す者が大地を痩せ細らせる者
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問題の詩節で Bharaviは全脚をなす音節を同一音節で反復している。しかし（a)(b)(c）は同一語

でありかっそれぞれ「赴いた」、「大地」、「矢」という同義を表示するので詩節全体では〈同音群

反復〉と〈疑似同音群反復〉が融合している。〈同音群反復〉に対する Bharaviの自由な著作姿勢

は賛歌にのみ限定されるものではないことが分かる。従って以上のおriitiirjunfya第 18章第22-43

詩節における〈同音群反復〉の特徴を我々は次のように要約できょう。

(1）詩論家の定義に従う〈同音群反復〉の用例は少ない。

(2）残余の多くは〈疑似同音群反復〉もしくは〈同音群反復〉と〈疑似同音群反復〉

との融合形に分類される。

(3）不厳密な〈同音群反復〉の適用例はKiriitiirjun砂a第 15章にも認められ、Kiriitiiヴuniアa

全体を通じてく荘厳法〉としての〈同音群反復〉が円熟していない。

3 〈同音群反復〉から見たKiratiiヴun1ya18章第22-43詩節の文学史的位置

3.1 島'latrceta

次に Kiriitiirjunfya第 18章 22-43詩節の古典文学史上の位置付けについて考えてみよう。この

問題を検討するにあたっては仏教詩人 Matrce~a （四世紀以前）の二篇の仏讃が参考になる30。すな

わち Prasiidapratibhodbhava（「浄心による英知の生起』）と拍n:ziirJ叩1an:za（『賞賛に値する者の賞

賛』）である。両作品には讃詠上の効果を高める目的で適用された〈同音群反復〉を我々は顕著に

認めることができる。今ここに HARTMANN[1987］の先行研究に基づきその用例を Kiriitiirjunη。
第 18章第 22-43詩節のそれと比べると興味深い事実が浮上する31。

3.1.1 音節の一部が反復されないもの

まず音節の一部が反復されない、 Kiriitiirjunfya第 18章第30、38-40詩節に適用された〈疑似同

音群反復〉と同じ用例を見ょう。

[Prasiidapratibhodbhava 20] 

nfilqtva du~kararµ karma durlabharμ labhyat巴padamI 

ity atmanirapek~ei:ia viryarμ sarμvardhitarμ tvaya II 

達を殺す者である。〔P匂ini3ユ76:kvip caに基づいて〕 Niで終わる動詞語根ffifの後に kft接辞 KvIPが起
こっている。そのような者達であってガナ、つまりプラマタである者達が大地を痩せ細らせる者達を殺すガ
ナ達であり、彼等は歓喜を（vikafam= ullasam）覚えた。喜んだという意味である。「ああ、神の所にまでこ
の者（＝アルジュナ）の武勇が広まった』と考えて驚d博したので〔歓喜した〕ということが意図されている。
その時、求める者達は（marga早め＝ anv句ak劫）〔虚空へ赴いた〕。〔Pa1.1ini3.3.113: kftyalyu¥o bahulamに基づ
いて動詞語根margの後に〕行為主体の意味でkft接辞LyuTが導入されている。世界の主、つまり三界の主
を求める者（marga早地＝ anv防法劫）、シヴァに見えようとする神々と聖仙を始めとする者達である。〔vikafa
は属格限定複合語で〕烏達が（vinarn= pak~i1.1am）飛び交う場所（kasaJ:i = gatir atra）と分析される。つまり虚
空へと彼等は赴いた。」）

30Matrc巴＼aの年代を確定することは難しい。彼の著作にはカニ（シ）カ王に宛てた書翰文学（epistle）とし
てのMahiirajakanikalekha（『大王カニカへの書翰』）がある。しかしカニシカ王の即位年代の問題は決着を
見ておらず、カニシカを名乗る主は少なくとも三人いたことが知られている。従って Bustonや Taranatha
の史書、義浄の「南海帰寄内法伝』の記述を勘案し Matrce¥aの年代を西暦 160年から 260年の聞ないしは
それより 100年前に置く見解が踏襲されて来た。 HARTMANN[1987：・ 3637］は以上の資料の信溶性を問題視
し、 Prasad匂rpratibhodbhavaの最古の貝葉写本が五世紀に属すこと、「摩詞般若波羅蜜経懇論』（TNo.1509) 
及び「毘婆沙論』（TNo.1547、380年）を始めとする複数の毘婆沙文献にぬrriarhavan:zaからの引用がある
ことに基づき Matrce¥aの年代の下限を四世紀初頭以前に定める。この他の Maqce¥aの年代に関する議論及
びMaharajakanikalekhaについては DIETZ[1984: 37-45］を参照せよ。

31以下引用する詩節と註釈のテキストは SHACKLETONBAILEY [1951］及びHARTMANN[1987］に基づく。
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なされ難い行為をなさずには、得難い境地（＝如来の知）は得られないと考えて32、爾

は自分のことを顧慮せず、精神力を培った。

前半二脚に Matrc巴taが青節の反復を試みた形跡がある。問題の箇所を構成する語の形を示すな

らば次の通りである。

a I du~karaiµ 
karma 

b I durlabhaiμ 
labhyate 

<du体制＜du与凶enakri yata iti> 

<k紅 man

< durlabha <duJ:ikhena labhyata iti> 

< labh 

Acc. sg. n. 
Acc. sg. n. 

Norn. sg. n. 

3rd. sg. pres. Pass. 

Matrcetaがa句と b句でそれぞれ動詞語根kr「なす」と labh「得る」から派生する名詞もしく

は定動詞を用いて反復を試みていることが分かる。しかし同じ音節の反復としては不完全である。

これと同様の例を我々は拍n:iiirhavan:iaにも見ることができる。

［拍n:iiirhavan:ia2.54-55] 

na tato’sty uttarat紅arμpadaip padavidarμ V紅幼｜

yat pada叩 tvamabh討白yadvipadaip sre号thatiirμ gat幼II

anuttarapadajfiaya sarvapadapaharil).e I 

apadayanupadaya dvipadagraya te namめ｜｜

[54] その〔境地〕を越える境地はないのだ。境地を知る者達のうちで最も優れてい

る爾がその境地を知り、二本足の者達のうちで最も秀でた者となったのだから。

[55] 無上の境地を知り、あらゆる不幸を除き、その歩んだ道を〔誰も〕たどること

のできない33、生存に執着しない34、ιょ本足の者達のうちで傑出した爾に頂礼あれ。

問題の詩節で同音が反復されている箇所の文法構造は次の通りである。

第 54詩節

b/c padarμ/pada0 < pada Norn sg. n.lー
d dvipadaiμ < dvipad <dve padau y句孟m> Gen. pl. m. 

第 55詩節

a 0 padajfiaya 0padajfia <padaiμ janafiti> Dat. sg. m. 
b 0 apadapahiiri"1巴 0 apadapaharinくapadoapaharafiti> Dat. sg. m. 
c apadaya apada <na vidyate padaiμ yasya> Dat. sg. m. 

anupadaya < an-upa-da + LyaP ind. 

d dvipada。 dvipada0 <dvau padau ye~am> 

第 54詩節では pada「境地」と pad「足」、第55詩節では pada「境地」とapad「不幸」、 pada「行

跡」、 anupadaya「執着せず、」、 pada「足」で Matrcetaは音節の反復を試みている。しかし第54詩

節be句では同一語を同義で反復しており、剰え一回目の反復ではアヌスヴァーラを介在させてい

る。更に d句では語と語義は異なるものの padarμと反復すべきを padarμと反復している。第55詩

32HARTMANN [1987: 122］が指摘するように Matrceraはpada「境地」を「悟り」、「浬繋」の類義語と
して用いているようである。 Nandipriyaは「如来の知」（ta出agat勾鼠na）を指すと説明する。 Nandipriyaon 

Prasadapratibhodbhava 20 (49.14-16): go’phang zhes bya ba ni sems c加 thamscad la bskyab pa'i phyir na坐
bzhin gshegs pa'i ye sh巴st巴Igzhan gyi don ma lus pa'i n巴nyin pa' i phyir ro I （「境地（go'phangニ本pada）とは、
一切衆生を救うものであるから（semscan thams cad la bskyab pa'i ph戸r= * sarvasattvatayitvat）、担至宝型旦E
bzhin gshegs pぜiye shes = *tathagatajfiana）のことである。というのもそれは他者の余す所なき利益の拠り
所であるからであるはzhangyi don ma !us pa’1巾 nyin p凶 phyirro＝本法hilapararthasrayatvat）。」）

33ap岨daについては BHSDs.v.を参照せよ0

34anupadayaについては BHSDS.V.を参照せよ。 Matrce¥aがこの箇所で連続体を用いていることについて
HARTMANN [1987: 60］は「どうやらこの箇所では語の音の価値が、詩の文法的な正確さよりも重要視され
ているようだ」と述べる。
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節の前半二脚で、は詩論家の規定を守っているが、後半二脚での二回の反復は padaという音節を反

復すべきを padaと反復している。また同じ箇所で Maqcetaは同音を反復させようとするあまり、

連続体anupad忌ya「執着することなく」の文法的な本来の機能を無視して、単なる te「爾」に掛か

る限定句として使用するという文法上の欠陥を生んでいる。

3.1.2. 同一同義語が同じ形で反復されるもの

この形式に属すく疑似同音群反復〉はM耐cetaの仏讃では Kiriitiirjunfyaに比べ一層顕著に見出

される。代表例として Prasiidapratibhodbhava第 95-97詩節を見ょう。

[ Prasiidapratibhodbhava 95-97] 

srikara叩 te’bhigamanaiμ sevanaiμ dhikaraip param 

bh勾anaiμ nirbhayakaraip §aiμkaraip p紅 yupasanamII 

姐opasaippada§uddhaりprasannodhyanasampada I 

tvaiμ pr司jfiasampadak~obhyo hrad叫pm_1yamayomahan II 

r百paiμ dra与tavyaratnaipte sravyaratnaip subha~itam I 

dh紅 movicarai;iaratnaip gm;1aratnakaro hy asi II 

[95] 爾のもとへ向かつて行くことは繁栄をもたらし、爾に仕えることは智慧を格別

にもたらし35、爾を崇敬することは〔悪い生まれ先に対する〕恐怖の払拭をもたらし36、

爾に侍することは楽をもたらす。

[96] 爾は善き品行を完成させているので清浄であり、心を集中させることを完成さ

せているので澄明を得ており、智慧を完成させているので揺れ動くことのない、福徳

を湛える大きな湖である。

[97] 爾の姿は諸々の見られるべきもののうちで宝珠であり、爾が口にする優れた言

葉は諸々の聞いて学ばれるべきもののうちで宝珠であり、爾が説く法は諸々の考究さ

れるべきもののうちで宝珠である370 実に爾は優れた性質という宝珠を産する鉱山で

ある。

第95、96、97詩節でそれぞれOk紅 a、sampad、ratnaという語が「・・・をもたらす」、「完成」、

「宝珠」という同一義で反復されている。この〈疑似同音群反復〉は Kiriitiirjunfya第 18章第41詩

35Nandipriya註の解釈に従う。 Nandipriyaon Prasiidapratibhodbhaνa 95 (106.4-6): nye b訂 phyinnas chos 
thos pa'i sbyar bas bsten pa ni kha na ma tho ba dang bcas pa dang I kha na ma tho ba med pa yongs su shes pa’i 
phyir blo gros su gyur pas na shes rab bskyed par mdzad pa zhes bya ba'i don do I （「〔繭の〕近くに来てから
(nye bar phyin nas工、pagamya）、法の聴聞を実践することを通じていhosthos pa'i sbyor bas= *dharmasruti-
prayogena）仕えることは（bstenpa = *sevana）、過失のある者（khana ma tho ba dang bcas pa ＝ネvadya）とそ
うでない者（khana ma tho ba med pa= *anavadya）とを完全に理解することを根拠とする（yongssu sh巴spa'i 
phyir ＝下回ijfianena）思慮をもたらすので（blogros su gyur pas二本dh改訂句a）、智慧を生ぜしめるという意味
である（shesrab bskyed 阿 mdzadpa zhes bya ba'i don to ＝干r柄。tp孟daka抑制haJ:i）。」）

36Nandipriya on Prasiidapratibhodbhava 95 (106.8 -9）：’jigs pa med par mdzad pa ni ngan song宮i’jigspa 
las’das pa'i phyir ro I （「恐怖の払拭をもたらす（’jigpa med par mdzad pa = *nirbhayakara）というのは、
悪い生まれ先に恐怖を抱くことを超越しているからである（ngansong gi ’jigs pa las’das pa’i phyir ro二＊ati-
krantadurgatibhayatvat）。」）

37 SHACKLETON BAILEY [ 1951: 170］は dra~ravyaratnam, sravyaratnam、vicarai:iaratnamの三箇所を同格限
定複合語に解しているようである。 Nandipriyaはこれらを属格限定複合語に解す。 dra号ravyaratnamに対す
る彼の語釈は次の通り。 Nandipriyaon Prasiidapratibhodbha叩 97(107.18-20): bl tar’os pa ni bltar’OS pa'i 
nang na rin chen te I mtshan la sogs pa phun sum tshogs pas na dad par’os pa nyid kyis phan par mdzad pa’ol 
（「見られるべきもの（bltar’os pa= *drastavyanam）すなわち見られるに値するものの（bltar’ospa二 ＊drastum
arhanam）うちで（nangna = madhye）宝珠（rinchen = *ratna）であり、〔爾は偉人の〕身体的特徴などを具備し
ていて（mtshanla sogs pa phun sum tshogs pas na = *lak~ai:iadisaiµpannatvat）、〔人が〕浄心を起こすに値する
者であるから（dadpar 'os pa nyid kyisニ ＊sraddhayitavyatvat）大切にされる（phanpar mdzad pa’O＝ キupalqto

’si）。」）
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節に用いられているものと形式上全く同じである。

以上の〈同音群反復〉及び〈疑似同音群反復〉の用例を Kiratarjunfya第 18章第22--43詩節のそ

れらと比較すると、両者の聞に次のような関係が指摘できょう。

(1) 〈疑似同音群反復〉が数量的に卓越する点は Kiriitiiヮunfyaと共通する380 

(2）しかし Matrcetaは〈同音群反復〉を適用する際、しばしば正規の究語文法を逸脱する欠陥を

生んで、いる39o Bharaviの賛歌はこの欠陥を免れている。

(3）以上の事実を踏まえると、 Bharaviの時代には〈言葉の荘厳法〉を文法家が規定する究語の

枠組みの中で適用しようとする意識が詩人達の聞に生じていたことが推定される。

3.2 Mayiira 

次に、 Bharavi の約百年後Har~a王（七世紀）の宮廷詩人として活動した Mayiira の賛歌詞ηa§ataka

（「太陽神百頒』）を見ょう。ここに取り上げるのはその第 38詩節である400

[Suηasataka 38] 

S尋問usa naudaye n訂m.iitadalapunぽ yauvananarp.vananam 

alim ali~hapiirv忌 parihrtakuharopantanimna tanimna I 

bhavo’bhavopa鈎ntirμ disatu dinapater bhasamana samana 

raji riijivarel)Oりsarnasamayamudetiva yasya vayasya II 

日が昇る峰では赤く染められた葉々で若さを再び得る、連なる森を必ず最初に味わ

い始めて41、細さゆえに諸々の洞穴の入り口にも奥にも行きわたる42、日の主（＝スー

ルヤ）の光が輝きながら貴方様に不幸の消滅をもたらさんことを。その光と時を同じく

して、遜色のない女友達のような一列の蓮の花粉が舞い上がる4¥

38文学作品としてのジャンルを異にするものの、 HAHN[2007: 22-26］の分析結果を踏まえると、我々は同
様の傾向を Haribhaqa（五世紀）のJatakamalaに適用されるく同音群反復〉にも認めることができる。 HAHN

[2007］が指摘する Haribhanaの〈同音群反復〉の特徴を要約すれば次の通り。 (1）後代の大美文詩に特徴的
な、純粋に技巧的な種類の〈同音群反復〉は Haribhaqaの作品に見出されない。（2）意味を犠牲にして欠陥
のない〈同音群反復〉を構成することよりも寧ろ、問題なく意味を保ち、それと引き換えに Haribhaqaは言
葉の余り重要でない不一致を許容することを優先している。（3）詩論家達の規定から彼が距離を置いていた
ことを示すもう一つの例が、同一動詞語根に基づく異なる派生語（例えばIqtva、。kara、ak紅'Ot、lqtinなど）
を用いた、詩論家達の規定に現れない〈同音群反復〉を用いていることである。

39Matrcetaの仏讃における文法上の非正規表現については HARTMANN[1987：・ 60］を見よ。これら非正規
表現が〈同音群反復〉もしくは〈疑似同音群反復〉が適用されている詩節に顕著に現れることは注目されて
よい。例えばぬn;iirhavan:ia1.1, 2.60, 2.70, 3.12, 8.15を参照せよ。

40以下引用するテキストは DURGλPRASλDAand PARABA eds., Bombay: NSP, 1889に基づく。

41この箇所について Tribhuvanap砧はyavaniiniif!I kanananam iilif!I pa白ktil!lna 叩 iilf<jhapurvii,api tv iilf<jha-

pa円 aiva(21.7-8) （「連なる森（vananamalim = kanananal!l pari.ktim）を最初に味わい始めないことがない、そ
うではなくて必ず最初に味わい始める〔スールヤの光〕」）という語釈を与えるのみである。しかし校訂者が
注記するように MayilraはここでPa1_1ini3.4.71: adikarma1_1i kt幼kartaricaを前提としており、この文法規則
を援用しなければ問題箇所は解釈できない。 QUACKENBOS[1917: 154］は“Ihave taken iilim, 'row’as a kind 

of object of iili功。，‘licked＇.”という注記を付すが、その根拠となる向。 ini3.4.71に触れていないのは遺憾で
ある。

42parihftaに対し Tribhuvanapalaは語釈を与えておらず、これをどう解釈するかが難しい。 QUACKENBOS

[1917: 153］は“penetrates”という訳語をあてる。しかし動詞語根pari-hrから「貫く」という意味は語源的に
派生しないはずで与ある。 APTE及びpwはPWが挙げる pari-hrの意味の他にいくつか別の意味を挙げるが、
残念なことにその多くは出典不明で、ある。実作品の用例がない点に問題があるが、ここではparitohfta0「完
全に打ち勝った」すなわち「洞穴の入り口にも奥にも行き渡った」ということが言いたいのではないか。

43Tribhuvanapala註に従う。 Tribhuvanapalaon Sarya§ataka 38 (21.6-7): yasyal_i samasamayam ekakalal!l 

riijfvare7:1o(i padmaparagasya riiji pari.ktir udety udgacchati I vayasyeνa sakhlva I ya samiinii tulya I （「それ（＝スー
ルヤの光）と時を同じくして（samasamayam= ekakalam）、ー列の（r匂均＝ pa且kti与）蓮の花粉（r実jlvぽ e1_10与＝
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a sanau < sanu Loe. sg. m. 
sa nauday巴 < tad/na/audaya Norn. sg. f./ind./Loc. sg. m. 
0punaryauvananaip < punaryauvana <punar yauvanarp. ye~am> Gen. pl. n. 
van an am < vana Gen. pl. n. 

b 員Jim く孟II Acc. sg. f. 
ali<;lha0 < ali<;lhaく ふlih十 Kta
parihftakuharopanta- < parih司法uharopantanimna<parihftani 
mmna kuharopantanimnani yaya> Norn. sg. f. 
tanimna < taniman Inst. sg. m. 

c bha VO < bha/yu与mad Norn. dg. f./Dat目 pl目

’bhavopasantirp. < abhavopasanti <abhavasyopasantir> Acc. sg. f. 

bhasamana < bhasamana < bhas + SanaC Norn. sg. f. 
samana く samana Norn. sg. f. 

d raJI <r勾1 Norn. sg. f. 
rajiva。 く r勾iiva。
iva yasya < iva/yad ind./Gen. sg. f. 
vayasya く vayasya Norn. sg. f. 

Mayiiraは各脚頭と脚末のそれぞれ四音節、六音節に〈同音群反復〉を適用する。この用例を

Bharaviのそれと比べると我々は次の三つの特徴に気付く。その第一は b句冒頭で鼻音を介在させ

ているー箇所の例外を除き、残る七箇所で Mayiiraが同一音節を正確に反復させていることであ

る。このことは〈同音群反復〉に対する詩論家の規定が七世紀頃には詩人達の聞に定着していた

ことを示している。特徴の第二は例えばKiriitiirjunlアα第 15章第35詩節に見られるような、意味

を変え同一語を反復する〈同音群反復〉が影を潜め、語の一部をなす音節を用いたく同音群反復〉

が専ら用いられていることである。このことは〈同音群反復〉が単に朗詠効果を生む手段として

だけでなく、言語の芸当を披歴する手段にもなり始めていたことを示唆する。これは〈同音群反

復〉と密に関係する〈荘厳法〉である〈掛詞） (sle~a）に関して、この時代の詩人達の関心が同一

文で二義を表示する〈意味の掛詞） ( arthasle~めから、同一音節で複数文を表示する〈言葉の掛詞〉

(fabdasle号a）へと移行し始めていたこととも関係していると考えられる。

ところがおηa§atakaにおける〈同音群反復〉の適用例と明確に見なすことができるのは問題の

一詩節のみである440 Surya§atakaの模倣作品とされる Biil).aの Cm:u/Isataka（『チャンディ一女神

百頒』）では〈同音群反復〉は全く用いられていない。その理由は全く不明であるが、〈荘厳法〉と

してく同音群反復〉が円熟する時期には〈同音群反復〉を適用した賛歌という文学形式が詩人に

顧みられなくなっているのである。他方これに代わって用いられるのはく同子音反復） (anuprasa) 

である450 

[Suryasataka 33] 

bhiitva j ambhasya bhettuりkakubhiparibhavarambhabhiiりsubhrabhanor

bibhriil).ii babhrubhavaqi prasabhaqi abhinavambhoj勾μnbhiipragalbhaI 

bhii号abhiiyi~！ha§obha tribhuvanabhavanasyasya vaibhakari prag 

vibhranti bhrajamana vibhavatu vibhavodbhiitaye sa vibha v功｜｜

明け方に朱色を帯び、ジャンパをはっきりと分かるように切り裂く者（＝インドラ）

がいる方角で、白い光を放っ者（＝月）を凌ぎ始めるだけの資質をそなえるようになっ

てから、新しい蓮華を聞かせる力があり美しさに満ち溢れる、この三界という御殿の

padmaparagasya）が舞い上がる（udety= udgacchati）。女友達のような（vayasyeva= sはhiva）。遜色のない
(samana二 tulya）〔女友達〕。」）

44QUACKENBOS [1917: 92）はこの他に第71、81、94詩節を〈同音群反復〉の例として挙げる。しかしこ
の三詩節でMayiiraが〈同音群反復〉を意図していたかはかなり疑わしい。

45以下 anuprasaに対し〈同子音反復〉という訳語を用いるが、これは「同一子音が母音の如何に関係な
く複数回反復される〈言葉の荘厳法〉の一種」を指すことをお断りしておく。 GEROW(1971: 102 107］を参
照せよ。
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装飾具である、光を集める者（＝スールヤ）から生まれるその光が違わず輝いて46、貴

方様の富を増大させるだけの力を持つものとならんことを。

詩脚全体でbh音が29回、 v音が 13回反復されている。 Mayiiraは同種の〈同子音反復〉を作品

全体で六詩節に適用する470 もっとも以上の〈同子音反復〉には詩節内容を補強する役割lは未だ与

えられていないが、 Mayiiraの時代の宗教叙情詩人達の関心が〈同音群反復〉からく同子音反復〉

に移っていたことが推定されよう480 

4 結論

以上の考察から次の結論が導かれよう。

(l) BhliraviがKiriitiiηunfyaで用いる〈同音群反復〉は詩論家の規定に対し自由であり、 Matrce!a

が仏讃で用いるものに近い。しかし後者は〈同音群反復〉を適用する際、文法家の規定をし

ばしば逸脱する。他方前者にはそれが見られない。 Bharaviの時代には文法家が定める言語

運用の枠組み内で〈同音群反復〉を用いる姿勢が詩人間に定着していたことが推定される。

(2）技巧面から判断し、 Mayiiraの賛歌に見られる〈同音群反復〉は Bhliraviのそれに比べ円熟度

を増していると言える。しかし Mayiiraの賛歌にはく同音群反復〉を詩節に用いた例がほと

んどない。このことは七世紀以降、賛歌に〈同音群反復〉を用いる作風が廃れていたことを

示唆する。それぞれヴイシュヌ、チャンディーを讃える内容である MaghaのSisupiilavadhα

（『シシュパーラの殺数』）第 14章第71-86詩節、 RatnakaraのHaravijaya（『シヴアの勝利』）

第47章に〈同音群反復〉の用例がない事実はこのことを裏付ける。

確かに Bharaviの〈同音群反復〉は言語の芸当としては秀でていると言えない。しかし非文法的

表現に依らず〈同音群反復〉を用いた点では、二大叙事詩を含め Kalidasa以前の詩人の作品を凌駕

している。また彼が詩論家による〈同音群反復〉の規定を意識し過ぎ、なかったことは逆に文体の簡

潔明快さをもたらしている。 Ratnakaraが規定を重んじるあまり、季節や戦争の描写場面で多数の

不自然な文を生んだのと対照的である。正しい言葉を用いた素朴な文体という特徴こそが、イン

ドの伝統的な詩論家のみならず、西洋の研究者がKiriitiirjunfyaに高い評価を与えた理由であろう。

46d句冒頭の vibhrantiの解釈が難しい。 Tribhuvanapala註はこれを bh肉aman a「輝く」を限定する副詞に
解釈する。この解釈自体には問題ない。しかし彼はこの語に対する語釈もしくは言い換えを与えていない。
QUACKENBOS [1917: 147］は“dazzlingly”と解釈し、 SCHMIDT,Nachtrはこの箇所を出典として，，fiammend“
とし寸訳語をあてている。しかし動詞語根vi-bhramが「輝く」という意味で用いられている用例は管見の
及ぶ限り見出されない。寧ろ vigatabhrantir yasmin karma早itad sa yatha tatha「迷わず、」、「違わず」という副
詞に解釈するのではないか。

47用例については QUACKENBOS[1917：目 91］を見よ。

48 ＜同子音反復〉が賛歌の詩節の意味補強を目的として適用されている例としては Haravijaya第47章
Cai:z<)!stotra「チャンディ一女神への賛歌」第 162詩節が参考になろう。テキストは DURGλPRASADAand 

PARABA eds., Bombay: NSP, 1890に従う。

[Haraνijaya 47.162] 

tvatsaiμsrayan girinadikuharantaralavrttil,l surafijitamukho na hinasti niinam I 

uddamadanajalaku吋arakumbhakii¥akugakako¥ikar司Jakrakaco’pisiiμhal,111 

山や河、洞穴の中で活動する、顔がとても赤く染まった獅子は、イコルj夜をとめどなく流す
象のこめかみの突起をその鈎が切り裂くのに長けた、鋸のような爪をしているにもかかわらず、
爾（＝チャンディー）に身を寄せる者達をきっと害さないに違いない。

ここでは獅子の鈎爪の青を連想させる意図でk音によるく同子音反復〉が適用されていることが指摘で
きょう。
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付諭I Avadiinakalpalatii第 73章Nagadiitapresana和訳研究

以下に Avadiinakalpalatii 第 73 章 Nagadiitapre~ai:ia （「龍への使者の派遣」）の和訳を試みる。和

訳の底本としたテキスト、参照した本文批判ならびに党文写本、チベット訳は次の通りである。

[Ed.] DAS and VIDY ABHO号A~A eds., Bombay: The Baptist Mission Press, 1918, pp. 584-593. Cf. DE 

JONG [1979: 160-161]. [Mss.] A294bl-296a4; E73la-74a4; Z476a3-478bl; Dl63bl-166a5. [Tib.] 

Z476a4-478b2; Dl63b2 166a6; P283a3-284b2; G356b4-358b2; N253a2 254a7. 

先行訳としては VAIDYAの教本（Darbh叩 ga:The Mithila Institute, 1959）に基づく全訳が引田

[2004: 348-352］に発表されている。しかし同訳は自由訳に近いものであり、その性格に照らし本

訳ではその問題点を逐一指摘していない。訳注はテキスト解釈に関するものに限定した。本章は

28 詩節からなり、うち 23 詩節の韻律は anu~tubh である。残る五詩節の韻律の内訳は up勾ati （第一

詩節）、 drutavilambita（第 28詩節）、 vasantatilaka（第 14、17詩節）、 m抽出kranta（第 16詩節）であ

る。組u~tubh の正規形と非正規形の内訳は以下の通りである。

path ya 2-4,5c,6a, 7-13, 18-20,21a,22a,24-26 
27 38 82.61 % 

na-vipula Sa, 15ac,22c,23a 5 10.87% 
bha-vipula 23c I 2.18% 
ma-vipulii 6c 2.18% 
ra-vipula 2lc 2.18% 
総計 46 100% 

さて岡野［2005］が指摘するように、本章をなす詩節の大部分は、中世ネパールで、編纂された説話

集Afokavadanamala（『アショーカ王のアヴァダーナの花環』）第七章Triratnabh司ananufarμsa（「三

宝敬礼の賞賛」）に引用されている。今ここに詩節の改変の程度を問わず、 Afokavadanamalaに

Avadanakalpalataからー詩脚以上の引用が行われている箇所とその引用元を示すならば、次の通

りである （Afokavadiinamalaの対応箇所は NGMPP収録写本No.B94/7の貝葉番号と行数に相当す

る）］。

Av-kip Chap. 73 Nagadutapre~a早a AAv-m Chap. 7 Triratnabh民jananusmμsa

v. I 64b10-l l 
v. 2cd 64bl2 
V. 3d 65al 
vv 4-8 65al-4 
v. 9 65a5 
vv. 11-12 65al0-ll 
V. l3cd 65a13 
vv. 14-17 66a7-11 
v. 18ab 66al3 
vv. 19-20 66a15-66bl 
v. 21 66b4-5 
vv. 24cd-25ab 67b4 
v. 28 67b6 

A§okavadanamala第七章はジャヤシュリー（Jayasrl）長老による比丘達への語り掛けの形で龍へ

の使者の派遣物語を伝える。しかし同章が著された目的がこの物語を聞衆に魅力的な形で提示す

ることにあったのではなく、聞衆の布教にあったことは章末の内容から明らかである。アショー

カ王が龍を調伏するのを成功させたインドラ長老は彼に三宝の敬礼がもたらす果を次のように説

く。すなわち彼は、およそ誰であれ仏陀と彼の法（subha~ita）、彼の僧団をそれぞれ身の寄せ場と

I詩節をなす字句の借用に関しては、 A§okiivadヨnamiilii65a8-9及び66bl4-15、67b5にそれぞれAvadiina-
kalpalatii第73章第 10、22、27詩節から字句を借用した形跡が認められる。
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し聴聞し供養する者は完全な悟り（sambodhi）を得、極楽浄土（sukhavatI）に赴き、良い生まれ先

(sugati）を得ると言う2。アショーカは彼の言葉に従い三宝を拠り所とし菩提行を実践するた三宝

供養の重要性を説く人物の役と、供養を実践する人物の役を物語の主な登場人物に付託する形式

はAfokavadanamaJa第二章Upaguptaと同じである40

和訳研究にあたってA§okavadilnamillil所引の詩節と引用元のAvadilnakalpalatilの詩節との対校

は行っていない。これはAfokilvadilnamillaの写本がAvadilnakalpalatilの現存写本に存する誤写を

例外なく踏襲しているだけでなく、テキストの改変部分や筆写伝承過程で生じたと思われる二次

的な誤写を含んでいることによる。

問題辞

akhaifi;iitarμ sasanam ayata srlr yafas tu~iiral!lfofatavadatam I 

ascaryacaryarucir功prabhava与phalaiμfalefa年sugatarcanasyaII 73.1 II 

[294bl］法hai.u;!itaiμsasanain ayata剖rya8as tu~araqisu8atavadataqi I 
ascaryacaryaruciraJ.i prabha[2]vaりphalaqisalesal_isugatarccanasya 

[476a3] II a kha早<;Iitaqi sha sa na ma ya t孟shrlηasha stu号haraqi shu sha ta ba da taiμ I 

I a shtsa rya tsaη孟mtsi ral_i pra bha ba却phaJaqi sha le shaりsuga ta tstsa na sya I 

I nyams pa med pa’i bka’dang yangs pa’i dpal I 

I grags pa bsil zer byed pa brgya ltar dkar I 

I ngo mtshar spyod pas mdzes pa'i mthu dag ni I 

I bde gshegs mchod pa’i’bras bu’i cha shas yin I 73.1 I 

la bka' ] DZ; dka' PGN. ld ’bras bu'i] DZGN；’bras ba'i P. 

退け挫かれない命令、広きに知れ渡る栄誉、雪が放つ数百本もの光線のように白く

肱い名声、驚惇に値する行いで輝く並外れた力人〔これらは〕善逝を崇敬する行いが

もたらす果の一部のまた一片なのである。

2 AAv-m 67al3 15: ye buddhaqi sarai:iaqi gatva s~va bh句antisarvada I te saiμkleねvinirmukt劫 sambodhi-
padam apnuy時H旬vantiye sada sastur upasritya subh孟~itaqi (s.e. for subhii~itaf!!) I marapa8avinirmukta te pra-
yayuりsukhavatI(s.e. for sukhiivatfm) II ye bh勾antica saqighan孟qi(m.c. for saf!!ghiin?) satlqtya samupasthit功｜
sada te durgatiqi hitva sadgatim evam apnuy凶 II（「およそ仏陀という守護者の所に行き、常に彼を憶念し敬
礼する者は、煩悩から自由となり、正しい悟りの境地を得ることになる。およそ師が発する優れた言葉（＝
法）を常に身の拠り所として、それに耳を傾ける者は、マーラの畏から自由になり極楽浄土に行くことにな
る。そしておよそ僧固というものを供養し近くで仕え敬礼する者は、常に悪い生まれ先（＝地獄・餓鬼・畜
生）を捨て、良い生まれ先（＝人間・神）をこのように得ることになる。」）

3 AAv-m 67b3: sadendrasyarhatas tasya sadguror upade8ataりItriratna8arai:iaqi Iqtva bodhic町加to’bhavatII 
（「阿羅漢であり優れた師であるそのインドラの教えに従い、〔アショーカは〕常に三宝を身の寄せ場となし、
菩提を得るために実践することを喜ぶようになった。」）

4山崎［2012:51-55］を参照されたい。

5不完全な形ではあるものの、 c 句冒頭で K~emendra は音節の反復を試みている。また K~emendra が意
識していたか否かは不明であるが、 Ratn五karaはこれと同種の技法を〈同子音反復〉とともに Haravijaya第
37章第 56詩節に適用している。

[Haravijaya 37.56] 
saccapacakracaturacyutakaiicanotthanaracarecitacamiicaracakravfilam I 

話回ηacaryacatura加 tac加 care細川市川l制御副rai:iainastu cai:i<;lam II 

しなやかに円弧を描いた弓から素早く飛び出た、黄金でできた矢で一群の戦士達が士気を鼓
舞され、月を印とする者（＝シヴア）が、驚惇に値する行動をとり策に長けた者達に関してそこ
で尊敬に価する優れた省察を行う激しい戦闘が遠からず起こるに違いない。
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[2］アショーカの出現

r司asnman afoko’bhiit pure pa~aliputrake I 

danarthanam abhiid yasya sarμkhyafabdadaridrata II 73.2 II 

r実jasrlmお1afoko bhiit pure pa~a o lipu住akeI 
danarthanam abhiid yasya saiμkhyafabdadaridrata{m常｝｜

I ra dza shrl ma na sho ka bhii tpu re pa ¥a li pu tra ke I 
I da na rtha na ma bh白dyasya sarμ khya sha bda da ri dra t孟｜

2c danarthanam] AEDZ; *danarthinam Ex co吋.Ed. 2d。daridratal APCEDZ (Ed.); 0daridratam 
Aac. 

I grong khyer 仰いlipu佐arI I rgyal po dpal ldan mya ngan med I 

I byung ste gang gi sbyin pa don 11 grangs kyi sgra yis dbul bar gyur I 73.2 I 

2c gi] PON; gis DZ. 2d yis] DPGN; yi Z. 

ノtータリプトラという都城に吉祥なるアショーカという王が現れた。彼が喜捨する

諸々の財産を数で言い表すことはできなかった。

[3］商人の訴え

tarμ kadacit sabhasinarμ va吋odvipagamin叫l

sarvasvanafafokart功sanisvasa～y司jり百apanII 73.3 II 

taii. kadacit sabhasinarμ v組リodvipagamina年［3]I 
sarvvasvanafafoka(r)ttめS組 isvasavy句ijfiapuJ:iII 

I tarμ ka da tsi tpa bha pI narμ ba i;ii dzo dwi pa ga mi naJ:i I 
I sa rbba swa na shru sho ka rttiJ:i sa niJ:i shwa sa bya dzi dznya yuJ:i I 

3b dvipagaminaり］ E (EdよdvipagaminaりA dvipagamina年DZ.3d *vy刑 fiapan] Ex conj.; vy-

吋り白apu与AE(Ed.); vy司ijfiayuりDZ.

I nam zhig mdun sar’khod de la I I tshong pa gling du ’gro ba po I 

I bdog kun nyams pa’i mya ngan gyis 11 gzir cing shugs ring ldan pas zhus I 73.3 I 

3c bdog] DZ; mdog PON. 3d shugs ring] DZ; shugs rings PON. 

或る時、集会の場に座している彼に、島々を行く商人達は全ての所有物をなくした

悲しみに苛まれ、溜息をついて言った60

d巴vadirghabh可acchayavisrantabhuvanasyate I 

r真jy巴nadrsyat巴kasciccintasarμtapitafayaり1173.411

deva dirghabhujaccha o yavisrantabhuvanasya te I 
r可yena drsyate kascic cintasantapitafaya与｜｜

I de ba dI rgha bhu dza tstsha ya bi shra nta bhu ba na sya te I 
[476bl] Ira dzye na dri shya te ka shtsi tstsi nta pa nta pi ta sha ya年l

I dpung pa’i grib ma ring po la I I srid pa ngal gso lha khyod kyi I 

I rgyal srid dag na’ga’zhig kyang I I r巴babsam pas gzir ba mthong I 73.4 I 
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6党文写本二本は vy勾iJ且apu旬、党文音写は vy勾ijfiayu与という読みを示すが、 vy勾リfiapanの誤写であろう。
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4b srid] DPGN; srad Z. II gso] DZ; bso PGN. II kyi] PGN; kyis DZ. 4d re ba] DZPG; ra ba N. 

「王様、〔爾の〕長い腕が生む陰で〔爾が領有する〕世界は安寧を得ております。その

爾が治める王国では、誰一人として不安に心苛まれている人を見ることはありません。」

asmi.ikarμ tu pravahai:iarμ bhaii.ktva ratnadhanarμ hrtam I 

kevalarμ bhagyadaurbaly孟nnagaiりsagarav孟sibhiり1173.5II 

asmakan tu pravahai:iam bhaiμktva [4] ratnadhana ~ta(m) I 
kevalam bhagyadaurbbalyan nag創与 sagaravasibhi~ II 

I a sma kaiμ tu pra ba ha早aqibhaqi ktwa ra tna dha naqi hri tam I 
I ke ba laqi bha gya rdau rbba !ya nna gaiりs孟gara ba si bhiち｜

I skal ba nyams chung’ba' zhig las 11 rgya mtshor gnas pa'i klu mams kyis I 

I bdag cag mams kyi gzings bcag nas I I rin cen nor mams phrogs par gyur I 73.5 I 

Sa ska! ba] DZ; bskal pa PGN. II nyams] PGN; nyam DZ. II las] DZPN; la G. Sd rin cen] DZ; rin 
chen PGN (also correct). II nor] DZ; snod PGN. 

「しかしただ天運の悪さだけのせいで、海に棲む龍達が我等の船を破壊し、宝珠と

いう富を奪いました。」

vayam anyatra jivamas tadupek~a tu te vibho I 

samudrayatravicchedat kofafo~avidhayini II 73.6 II 

vaya o m anyatra jl"vamas tadupek号yatu te vibho I 
samu( dray )atravicchedat kofafo号avidhayiniII 

I ba ya ma nya tra dzi ba ma sta du pe k~a tu te bi bho I 
I samu dra y五位abi tstshe da tko sha sho早habhi dha yi na I 

6b 0up巴k~a ] Ex conj. Tib. btang snyoms (Ed.); 0upek~y忌 AE；。upek~a DZ. 6d 08o~a0 ] AEDZ, 

confirmed by skam par Tib. (DE JONG); *0se~a0 Ex conj. Ed. 

I bdag cag mams ni gzhan du ’tsho I I khyab bdag de la btang snyoms ni I 

I rgya mtshor’gro ba chad pa las 11 khyod kyi mdzod nyid skam par sgrub I 73.6 I 

6b ni] PGN; na DZ. 

「我等はよそで生活を営みましょう。しかし王様、爾が以上のことに対して見て見

ぬふりをすれば、海を航行することが途絶えてしまうので、爾の蔵を枯渇させてしま

うことでしょう。」

[4］アショーカの動揺

iti te弱mvacaちsrutvar可asarμkrantatadvyathaり｜

samudrantargatan nagan vicintya stimito’bhavat II 73.7 11 

iti te~aqi vaca~ sru[S]tva r句通 smikrantatadvyatha~ I 
samudrantarggatan nagan vicintya stimito bhavatキ｜｜

I i ti te sha mba ts幼 shrutwa ra dza saqi kra nta ta dbya th幼｜
I sa mu dra nta rga ta nna ga n bi tsiqi tya sti mi to bha ba t I 

7b saqikranta0 ] ADZ (Ed.); saqikanta0 E. 
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I ces pa de dag tshig thos nas I I de dag gdung ba’phos pa yi I 

I rgyal pos rgya mtshor song ba'i klu 11 rnam par bsams nas g.yo med gyur 173.7 I 

7b yi] PGN; yis DZ. 

彼等の以上の言葉を聞き、王は彼等が味わった苦悩が自分にも伝わり、海の中にい

る龍達のことをあれこれと考えて、動けなくなってしまった。

[5］インドラ比丘の提言

tarμ dr~！va ni号pratlkarakopavyakulamanasamI 

indro namabravld bhik~u与 ~a~abhijfi幼 sthito ’ ntike II 73.8 II 

taJTI dr~tva nil_ipratikarakopavyak:ulamanasam本 i
indro namabravit bhik与ul_i号aqabhiリ白a与sthitontike II 

I taJTI dri ~h\a ni号hprat1 ka sa ko pa bya ku la ma na saJTI I 
Ii 吋rana ma bra bl t bhi k~hul_i 与ha <;la bhi dznyaJTI sthi to nti ke I 

I yid ni khro bas ’khrugs gyur cing I I bcos thabs med pa de mthong nas I 

I drung gnas mngon shes drug pa yi 11 dge slong dbang po zhes pas smras I 73.8 I 

Sc drung gnas ] DZ; drung nas PGN. 

彼が何も手を打つことができず、心が怒りで震えているのを見て、近くにいた六神

通をそなえたインドラという名の比丘は言った。

naganarμ ratnacaura頃mtvatpratapagnisiicakaり｜

tamrapanarpito lekha与 pre~yatおpp{thivlpat巴 1173.911

naganiiJTI ratna I [295al] caura早加tvatpratapagnisiicakaJ.iI 
ta即 apaqa叩pitolekhal_iprek~yatiiJTI prthivlpateり｜｜

I na ga naJTI ra tna tshau ra i:iaJTI twa tpra ta pa gni sii tsa kめ｜
I ta町 apa na rppi to le khaりpre号hyataJTI pri出ibl pate I 

9d pre号yataJTI]DZ (Ed.), confirmed by Tib. spring bar mdzod; prek~yataJTI AE. II prthivlpate ] EDZ 
(Ed.), confirmed by Tib. sa bdag; prthivipate与A

I rin cen rkun po klu rnams la I I khyod mthu me ni go byed pa I 

I zangs kyi glegs bu la bkod pa’i 11 spring yig sa bdag spring bar mdzod I 73.9 I 

9a rin cen] Z; rin chen DPGN (also co汀ect).9b go] DZ; gos PGN. 

「宝珠を盗んだ龍達に宛てて、爾が抱く火のような激しい苦しみを示唆する7、鋼板

に刻まれた書状を送ればよいでしょう。大地の主よ。」

7 pratapagni 0 については二つの解釈が可能で、ある。

第一解釈
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前分要素pratapaをPWが挙げる訳語”Machtglanz,M吋estiit“の意味で解釈し、複合語を pratapo’gnir
iva「火のような威厳」という、比聡基準を後分要素とする同格限定複合語に分析するもの。

第二解釈
複合語解釈は第一争解釈に同じで、前分要素pratapaを「激しい苦しみ」とし寸意味に解釈するもの。

pratapa を「激しい苦痛」とし寸意味で用いる用例を辞書は挙げない。しかしこれを praditatpuru~a として
pr紘r~taJ.i tap幼「卓越した苦痛」と解釈することは理論上可能であろう。実例についてはどうか。これにつ
いては針Thar~a (12 世紀）の Nai~adhfyacarita （「ニシャダ王の事績」）第八章第77詩節の用例が参考になる。
原文とそれに対応する Narayai:ia註の説明は次の通りである。引用テキストはSIVADATTAed., Bombay: NSP, 
1894に従う。
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[6］龍への書翰の送付と彼等の拒絶

iti bhik~uvaca与 srutvii lekharp. r真javisr~！avan I 

k~iptam eva tam ambhodhau nagiis fire pracik~ipuち 1173.10 II 

iti bhik号uvaca~ srutva lekharp. raja visr~！avan本｜

k号iptameva tam ambhodhau nagお tirepracik~ip功｜｜

I i ti bhi k~hu ba ts~ shru twa le kha ra dza bi sri ~h~a ba n I 

I k~hi pta me ba ta marp. bho dhau na ga st! re ~hu pra bi pu~ I 

I ces pa dge slong tshig thos nas I I rgyal po yis ni spring yig springs I 

I chu gter dag tu’phangs pa de I I klu mams kyis ni ngogs su’ph叩 gs173.10 I 

lOb yis] DZ; yi PON. lOc’phangs] ZPGN：，’bangs D. lOd kyis] DZ; kyi PON. 

以上の比丘の言葉を聞いて、王は書状を出した。海の中に実に投ぜられたそれを龍

達は波打際に放り投げた。

[7］アショーカの苦悩

町pasteniivamiinena vicchayavadaniimbuj叫｜

cintiisuptamatis tasthau svasan nas訂pitanguli年1173.1111

llfPaS te[2]navamanena vicchayavadanambUJ功｜
cintasuptamatis tasthau svasan nasa 0 rppita白guliり！｜

I nri pa ste na bi ma ne na bi tstsha ya ba da narp. bu dz拘｜
[477al] I tsi nta su pta ma ti sta sthau shwa sa nna sa rpi tarp. gu liJ::i I 

I ma bkur pa des mi bdag ni I I bzhin gyi chu skyes mdzes bral zhing I 

I bsam pas blo nyal dbugs’byin cing 11 sna la sor mo bkod de gnas 173.111 

llb zhing] DZ; cing PON. 

[Nai宇adhfyacarita8.77] 
putrl suhrd yena saroruha頃myatpreyasl candanavasita dik I 

dhairyarp. vibhuJ::i so’pi tavaiva hetoり smara芭笠並~valanejuhava II 

蓮華達の友（＝父スールヤ）に息子を持たせた、白檀香に香り付けられた方角（＝南方）を最も
好むその支配者（＝ヤマ）すらも、実に爾のせいで愛欲から生まれる激しい苦しみという火の中
で堅忍不抜さを燃やしてしまった。

[Niirayai:ia on Nai:Sadhfyacarita 8.77 (341.3-6)] 
vikasakaritvat saroruhiii:ziif!l suhrt siiryo yena kftva putrfputraviin, candanena viisitii parimala~ya dik 
dak~雨戸tp問asf yぉyapriyatam弘 so’piyamalak~ai:io vibhus附 aivaheto与S削 rapratii附 valane

kおnajanya塑型空g__ariipe’naledhairyaf!! juhiiva I kam句varavasaddhairyarp. tyaktavan ity arth~ I 

花を閲かせるので蓮華遠の友であるスールヤを彼（＝ヤマ）は息子を持つ者（putrl= pu凶 V如）
となしてから、白檀香で香り付けられた、つまり芳香で満ちた方角、つまり南方を彼（＝ヤマ）
は最も好んだ（yatpreyasI= yasya priyatam亘）。ヤマとし〉う名の支配者である彼も実に爾のせいで
愛欲から生まれる激しい苦しみという火、つまり愛欲から生まれる苦痛という形をとった火の
中で堅忍不抜さを燃やしてしまった。愛欲という病熱のせいで堅忍不抜さを捨てたという意味
である。

第一解釈をとる場合、威厳が火に喰えられるのは一見奇妙であるが、威厳を太陽に喰える類似した表
現は Yamana（八世紀）の詩論書 Kiiν・yiilaf!!kiirasutra2.2.22に対する自註 Vrtti(21.16）に現れる（頁行数は
CAPPELLER ed., Jena: Verlag von Hermann Dufft, 1875に従う）。従って威厳を火や太陽に喰えるのは美文詩
人達の聞では慣用的な表現であったようである。ここでは第二解釈をとっておく。 Kiivyiilal'[lkiirasutra中の
用例については川村悠人氏の御教示に負う。
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王は〔龍遠の〕その侮蔑のせいで蓮華のような顔から色が失せてしまい、不安のせ

いで思考が働かなくなり、鼻に指をあてて、溜息をつき続けていた。

nidra paranmukhI tasya klibasyevfuiganabhavat I 

dirgha tr~l)eva lubdhasya na ca ratn与 k~ayaqi yayau 1173.1211 

nidra parali.mukhl tasya klivasyeva白ganabhavat*I 

d!rgha tr~J.1巴va lubdhasya na ca ra凶J.ik~aya ya[3]yau II 

I ni dr五para nggu khI ta sya klI ba sye baqi ga na bha ba t I 

I di rgha tri ~hI_Ie ba Ju gdha sya na tsa ra tri与 k~ha yaqi ya yau I 

I ma ning la ni bud med bzhin I I d巴lagnyid ni phyir phyogs gyur I 

I brkam chags can gyi sred pa ni 11 ring bzhin mtshan mo zad ma gyur 173.121 

12c brkam] DZ; skam PGN. 12d bzhin] DZ; zhing PGN. 

眠りは彼を顧みなくなった。女が不能者を顧みないように。そして彼が明かす長い

夜は終わりを迎えることがなかった。貧欲な者が抱く長きに及ぶ渇望がそうであるよ

うに。

[8］神の出現

taqi vyomadevatiibhyetya pariirthodyatam abhyadhat I 

upaye sati bhiipala na cintaqi kartum arhasi 1173.13 II 

tam vyomadevatabhyetya pararthodyatam abhyadhat* I 

upaye sati bhupala o na cinta白kartumarhasi II 

I taqi byo ma de ba ta bhye tya pa ra rtho dya ta ma bhya dha t I 

I u pa yo sa ti bhu pa la na tsi ntarμ ka rtu ma rha si I 

I gzhan don sbyor ldan de la ni I I nam mkha’i Iha mos rnngon phyogs smras I 

I sa skyong thabs ni yod pa la I I bsam pa bya bar mi ’OS so 173.13 I 

13c sa skyong] DZ; sa skyongs PGN. 

他者を益しようと努める彼に、虚空にいる神は近づ、いて言った。「すべはあるのだか

ら、大地の守護者よ、貴殿はどうか不安を抱かれぬことを。」

ye piijayanti jinam a白1jalira可itena

miirdhna pral)iimaparil)iimamaharhapu早yfil:tI 

te詞msura api suvafl)avici汀afobham

ajfiasrajaqi vijayinaqi sirasa vah姐 ti1173.1411 

ye pujayanti jinam aiijalira勾itena

murddhna praI_JamapariI_IamamaharhapaI_Jy劫｜
te[ 4 ］ ~aqi sura api suvarI_Javicitrifobham 

司iiasr勾amvijayin詞isirasa vaha o nti II 

I ye pu dza ya nti dzi na ma nydza Ii raqi dzi te na 

mu rddha pra頃 mapa n頃 mama ha rha pu早y幼｜
I te ~haqi su ra a pi su ba s回 bitsi tra sho bha m 

a dznya sra dzaqi bi dza yi naqi shi ra sa ba ha nti I 
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14a afijalirafijitena] AEDZ (Ed.), Tib. has thal mo sbyar bas mtshan pas(* aiijalyalikitena or* a舟'ijali-
lak~itena). 14b 0pu1_1yaJ:i ] Ex conj. Tib. bsod na附 can(Ed.); 0pa1_1y劫 AE;0pu1_1yaJ:i DZ. 14c 
suvar1_1a。］ AE (Ed目）； suvastu。DZ,Tib. has dngos po mchog. 

I gang zhig phyag’tshal yongs su bsngo bas cher’os bsod nams can I 

I spyi bo thal mo sbyar bas mtshan pas rgyal la mchod byed pa I 

I mam par rgyal ldan de dag bka’yi’phreng ba mam bkra zhing I 

I dngos po mchog gis mdzes pa Iha mams kyis kyang spyi bor’dzin 173.14 I 

14c’phreng] DZ; phreng PON (also correct). II zhing] DZPN; shing 0. 14d gis] PON; gi DZ. 

「〔勝者を〕礼拝する行いが形を変えて〔自らの〕福徳が大いに見上げたものとなっ

た者というのは、合掌に魅力を添えられた頭で勝者を供養する。勝利を得るそのよう

な者が与える、黄金のように驚くべき輝きを放つ命令とし寸花環を神々でさえ頭につ

けるものだ。」

etad ak紅i;iyam;pa地pra taりsnata年§ucivrata与｜

siddhyai suddhena manasa dhyatva buddharμ samabhyadhat 1173.15 II 

etad akar1_11_1ya rn;patiJ:i prataJ:i (sn)ata(J:i) (foc)ivrata年！
siddhyai foddhena manasa dhyatva buddha~ samabhyadhat II 

I e ta da ka rI_Iya nri pa t1りprata sna twa shu tsi bra ta与｜
I si ddhyai shu ddh巴nama na sa dhya twa bu ddha~ sa ma bhya dha t I 

15c siddhyai] AEDZ (DE JONG), confirmed by Tib. grub slad; *siddhau Ex conj. Ed. 15d buddha~ 
ADZ (Ed.); buddha~ buddha~ E (unmetrical). 

Id巴thosnang par mi bdag ni I I khrus byas brtul zhugs gtsang ldan pas I 

I dag pa’i yid kyis sang rgyas ni 11 bsams nas grub slad rab smras pa 173.15 I 

15b byas] DO; bya ZPN. 15c kyis] DZ; kyi PON. 

このことを聞いて、王は汚れのない誓戒を立て、薄明時にや＂浴し、〔自分の目的を〕

成就させるために澄んだ心で、仏陀のことを深く考えて語り掛けた。

[9］アショーカの帰依文

sattvasmerarμ sarasakarui;iakaumudipuritaifarμ 

santyai kantarμ sakalatamasarμ 8uklapak~e niviHam I 

nityanandarμ paramam amμarμ nirvikararμ srjantarμ 

vande tapaprafamasuhrdarμ buddhapuri;iendubimbam 1173.1611 

satva[5]smera~ sarasakaru早akaumud!piiritafa~

鈎ntyaikanta~ sakalatamasa foklapa(k~）e nivi~！~ I 
nity孟nanda~ paramam a~an nirvvikara~ s~ja[295bl]nta~ 
vande tapaprafamasuh~da~ buddhapiirI_I1_1endubimba~ II 

I sa twa sme ra~ sa ra sa ka ru 1_1a kau mu di pii ri ta sha~ 
ka nta~ sha ntyai pa ka la ta ma sa~ shu kla sa k~he ni bi sta~ I 
I ni tya na nda~ pa ra ma ma mri t~ ni rbi ka ra~ sri dza nta~ 
ba nde ta pa pra sha ma su hri da~ [477bl] bu ddha pii r1_1早Endu bi mba~ I 

16b sakalatamasa~ ］ DZ (Ed.); sakalatamasa AE. 16c Sfj組 tam]AE (DE JONG), confirmed by Tib目

円iampar spro; *Illfjantam Ex co町・ Ed.;Sfjanti DZ. 
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I snying stabs kyis 'dzum ro ldan snyingりczla ba’i’od kyis re ba skong I 

I mdzes shing mtha’dag mun pa zhi slad dkar po’i phyogs la mam par gnas I 

I rtag tu kun dga’rnam’gyur med cing mchog gi bdud rtsi rnam par spro I 

I gdung ba rab zhi'i grogs po sangs rgyas zla nya’i gzugs la phyag’tshal lo 173.16 I 

16a 'od kyis] DZ；’odkyi PON. 

「諸々の善い性質ゆえに微笑を浮かべており（＝生来肱く輝き戸、柔和な憐れみの心

という月光で願望という空間を満たし、あらゆる無知（＝闇）を除くために潔白な者の

側に与し（＝白月に〔天に〕留まり）、魅力あり、絶えず、歓びを与え9、最高にして質を

落とすことのない甘露を放ち10、〔輪廻生存の〕苦（＝熱苦）を鎮める友である、仏陀と

いう満月の環に帰命いたしますII 0」

cittarp. sada vi~ayado~apara白mukhanam

ye~arµ vase pracuraparamitasraya1.1am I 
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8sattvasmera0という用例は Avadiinakalpalatii第 25章第 18詩節にも現れる。これを smeraが複合語末

で”vollvon“を意味するという PWの説明に従って解釈すれば「優れた性質に満ちた」と解釈できょう。しか
しsmeraの語義派生（Cf.Pa早ini3.2.167 ：・ namikampismy勾asakamahi111sadlp幼 r~）から考え「・・・で満ちた」
という意味は派生しない。また PWの出典箇所に対する訳もこの解釈をとらない。例を見ょう。 Har.Jacarita

（『ハルシャ王の事績』） 17.7-8の用例 agnihotrapavitrabhasmasmeralalataiりに対する英訳は“th巴irforeheads 

足竺旦~with the pure ashes of th巴Agnihotraoblation”（COWELL and THOMAS (1897: 7], underline mine）であ
る（テキストは FDHLERed., Bombay: Government Central Press, 1909に従う）。また Riijataraf!lginf（『王統流

覧』）第三章第71詩節の用例 vismayasm巴rairbalai与に対する英訳は“withhis troops塑型盟 inastonishment” 
(STEIN [1900: 78], underline mine）である（テキスト・詩節番号は STEINed., Bombay, 1892に従う）。「生来微
笑みを浮かべる」、「生来舷く輝く」という意味に沿う解釈を考えるべきであろう。引回［2005:349］は「衆生

に微笑みかけ」という訳をあてる。しかし smeraが複合語の後分要素となる場合、前分要素が具格形以外を
とる用例は管見の及ぶ限り見出されない。また前分要素は通常(1）白さを属性とする語（mauktika,bhasman, 

kusuma）、（2）精神状態を表示する語（vismaya,smar司1a）である。古典註に支持される（1)(2）以外の用例を探
すと、 Bhavabhiiti（八世紀）の戯曲Miilatfmiidhava（『マーラティーとマーダヴア』）第 10幕第六詩節が該当す
る（テキストは GRIMALed., Pondichery: Institut fran¥:ais de Pondichery, 1999及びBHANDARKARed., Poona: 

Bh加 darkarOriental Research Institut巴， 1905に従う）。

[Miilatfmiidh泊四 10.6]

坐竺笠笠旦豆amanoh紅 anan油 sikhalala¥arpitagaurasar号apa与｜
tav孟ilkasaylparivrttabhagyaya maya na dr~＼as tanayaJ:i stana111dhaya与｜｜

理由もなく微笑を浮かべ、魅力的な顔をし、頭頂と額に白い芥子粒を付けて貰い、膝に横に
なって乳房を吸っている、爾の息子を命運が尽きた私は見ることがなかった。

当該詩節の akarai:iasmera0に対する Harihara註と Jagaddhara註を見ると、前者はこれを処格所有複合語と
して akiiral).amavijfiatahetuka111 smera111 smitam yatra tad akara早asmeram(341.5 6）「akiiral).asmeraは〔処格所有
複合語であり〕、そこ（＝顔）に理由のない、つまり理由が知られない微笑（smeram= smitam）がある所のその
〔顔と分析される〕」と説明する。後者は具格限定複合語として akiiral).enalak~itahetutay孟 smeraml号addhasana111
(436.12）「理由なく、つまり理由を知られずに微笑する、つまり少し笑っている〔顔〕」と解釈する。この用例
に照ら lsattvasm巴ramはsattvaiJ:ismeram と~，う形に分析すべきであろう。この場合 sattvasmera111を buddha。
に掛かる第一義としては「善き性質ゆえに微笑を浮かべている」、 opiifl).四 dubimbamに掛かる第二義として
は「善き性質ゆえに生来舷く輝く」と解すのが穏当で与はないか。対応する Tib.はsnyingstobs kyis 'dzumで

あり具格限定複合語に解す。

9nityam ananda111 yena「それ（＝仏陀という満月の環）のおかげで常に喜びがある〔仏陀という満月の環〕」
という具格所有複合語に解す。

10 nirvikaram「質を落とすことのなし通」はd句のbuddhapiirl).endubimbam「仏陀という満月の環」に掛かる
形容句としても解釈できる。この解釈をとれば、 nirvikar抑は「仏陀」に掛かる場合「〔心が〕動揺すること
がな~，」、「満月の環」に掛かる場合「満ち欠けのない」となろう。この解釈については川村悠人氏の御教示
に負う。

I l当該詩節はDal).<;iinのKiivyiidar§aに対する Khamssprul Bstan’dzin chos kyi nyi ma四世（1730ー1779C.E.) 

による注釈書(139b4-5）に〈掛詞による隠轍〉の例として引用されている。この情報については根本裕史先

生の御教示に負う。
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te me pararμ parahitiibhinivefabh真jaり

sarμkalpakalpatarav功kufalarμ disantu 1173.1711 

cittarμ sadavi~ayado~aparailmukhanarµ 

ye~a(rµ) vase pracuraparamitasraya早亙rμ

[2] te me pararμparahitabhinive5abhaJ幼
sa白kalpakalpataraval:iku5alarμ o di5antu II 

I ci ttarμ sa da bi ~ha ya do ~ha pa ra ngmu kha niirμ 
ye ya ba she pra tsu ra pa ra mi ta shra ya i:iarμ I 
I te m巴pararμ pa ra hi tarμ bhi ni be sha bha dzal:i 

sarμ ka !pa ka !pa ta ra bal:i ku sha la ndi sharμ tu I 

17b pracura0 ] AEDZ (DE JONG), confirmed by Tib. rab mang；，キparama0Ex conj・Ed.

I gang zhig rtag tu yul gyi skyon las phyi rol phyogs gyur cing I 

I rab mang pha rol phyin la brten pa'i sems ni dbang gyur pa I 

I gzhan phan dag la mchog tu mngon zhen rten cing kun rtog gi I 

I dpag bsam ljon pa de dag bdag la dge baster gyur cig 73.17 I 

17a las] DZ; la PGN. 17d bsam] DZPN; bsams G. II dge ba] PGN; dge bar DZ. 

「感官対象がもたらす罪業に振り向かず、おびただしい波羅蜜に依拠し12、常に心

をとらえて止まない者というのは、望みのものをもたらす如意樹であり、他者をひた

すら利益することに身を捧げる。そのような者が私に最高の幸福を御授けにならんこ

とを。」

[10］阿羅漢の集合

iti bhaktividhiinena pra早idhiin巴nabhilpat巴与｜

sahasriil_ly arhatiirμ ~a~tis tilfl_larp. digbhy功samiiyay叫 1173.1811

iti bhaktividhanena pra早idhanenabhiipatel:i I 

sahasrai:iy arhatarμ守的！istiiri:i明ndigbhyめ［3]samayayu与II

I i ti bha kti bi dha ne na pra i:ii dha ne na bhii pa tel:i I 

I sa ha pra i:iya rha tarμ 号ha拘thastii ri:ii:ia di gbhyal:i sa ma ya yul:i I 

18a bhakti0 ] ADZ (Ed.); bhik号u0E. 

I ces pa sa yi bdag po yi I I smon lam gus pa sgrub byed kyis I 

I dgra bcom stong phrag drug cu ni 11 phyogs mams dag las myur bar byon 173.18 I 

18b sgrub] DZ; grub PGN (also correct). II kyis] DZ；勾1PGN.

信愛により立てられた13、以上のような王の誓願のおかげで、六万人の阿羅漢達が

一瞬の間に諸方から集まって来た。

12校訂本は写本・チベット訳の読みを捨て、この箇所を paramaparamitasrayai:iam「最高の波羅蜜を拠り所
とする御方」と訂正する。しかし DEJONGが指摘するように、写本の読みをとるべきである。 pracura0「お
びただしい」が意味する所は「過去世で世尊が波羅蜜を繰り返し実践してきたこと」ではないか。

13vidhanaが複合語の後分要素となって所有複合語をなす場合、 vidhanaは行為名詞として用いられ、その
前分は当該行為の目的（k訂 man）を表示する属格形をとるのが普通で、ある。しかしここでこの解釈をとると
「信愛を実現する〔誓願〕」となり意味不明で、ある。 vidhanaの語義派生を考えると、理論上二つの解釈が考
えられよう。

第一解釈
Pa早ini3.3.117: kara早adhikara早ayoscaに基づき vidhaに導入される !qt接辞 LyuTを手段（karai:ia）の意



サンスクリッ卜美文詩と賛歌（山崎）

[11］龍王とアショーカの像の建立

athendro bhik~ur iikararμ haimaramyam akarayat I 

satfyfarμ m;pater ekarμ nagar司jasyacaparam II 73.1911 

athendro bhik~ur akara(rμ) haimaramyam akarayat* I 

sadpfarμ nr o pater ekarμ nagarajasya capararμ 11 

I a the ndro bhi k~hu ra ka rarμ he marμ ra mya ma ka ra ya t I 
I sa dri sharμ nri pa te re karμ na ga ra dza sya pa pa rarμ I 

19b haimaramyam] A; *haimarμ ramyam Ex co吋 Ed.;hemaramyam E; hemarμ ramyam DZ. Tib. 
has gser gyi rang bzhin (*hemamay倒的．

I de nas dge slong dbang po yis I I gcig ni mi bdag mtshungs pa dang I 

I gzhan pa klu yi rgyal po yi 11 mam pa gser gyi rang bzhin byas 173.19 I 

19b gcig] DZ; cig PGN. 

次にインドラ比丘は黄金でできていて美しい、王に似せた姿を一体14、龍王に似せ

た姿をもう一体作らせた。

tataり k~itipater miirtir vinanama sanaiりねnaiり｜

unnanama ca nagendramiirtir vismayakariポ1173.20II 

tat a与 k~itipater miirttir vinanama §anaiJ:.i §anai年｜
unnanama ca nage[4]ndram日rttirvismayak副~I II 

I ta taJ:.i k号hiti pa te rmmii rtti mi na na ma sha nai年shanail;i I 

I u nna na ma tsa na ge ndra mii rtti rbi 呂田 ya ka ri ~arµ I 

I de nas dal bu dal bu yis I I sa bdag gzugs ni dma’badang I 

I klu yi dbang po’i gzugs dag ni I I ya mtshan byed pa mtho bar gyur I 73.20 I 

20a yis] DZ; yi PGN. 20d mtho] DZ; mthong PGN. 

すると主の身体は非常にゆっくりと身を屈め、一方龍王の身体は驚くべきことに体

を起こした。

yathii yatha nrras cakre sada ratnatrayarcanam I 

tatha tatha nagamiirtir vinanamodyayau para II 73.21 II 
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味に解釈し、 bhaktirvidhanarμ yasya 「それ（＝誓願）を実現する手段が信愛である〔誓願〕」という属
格所有複合語に分析するもの。
第二解釈

P句ini3.3.113：・ kμyalyu!obahulamに基づき kμ 接辞 Lyu'fを目的（karman）の意味に解釈し、 bhaktya
vidhanam「信愛を通じて実現されるもの〔である誓願〕」という具格限定複合語に分析するもの。

残念なことに vidhanaが「実現手段」、「実現されるもの」とし寸意味で用いられる用例は稀である。前
者については APTEが一箇所Riimiiym:ia第三巻第 37章第 36詩節の用例を挙げており、 Rama註はこれに
vidhanair upakara~ail;i 「vidhana とは『手段』のことである」という語釈を与える（巻章詩節番号は PAt:'SlKAR
ed., Bombay: NSP, 1930に従う）。後者については用例を見出すことができなかった。第二解釈については
川村悠人氏の御教示に負う。

14b句冒頭部の校訂本の読みは haimarμramyarμである。これは党文音写の h巴marμramyamという読みか
ら校訂者が推定した読みと思われる。ところが写本Aを見ると haimaramyamとある。従って写本Aが示
す読みを本来の読みと見るべきであろう。また Tib.の読みは gsergyi rang bzhinであり、元のテキストは
*hemamayam「黄金からなる」という読みを伝えていた可能性がある。
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yatha ya出anqias cakre sada ratnatrayarccanarμ o 
tatha tatha nagamurttir vvinanamodyayau para II 

I ya tha ya tha nri pa shtsa kre sa da ra tna tra ya tsa narμ I 
I ta tha ta tha na ga mu rti rbi na na mo dya yau pa ra I 

21d p紅 a]AE (DE JONG), confirmed by Tib. gzhan pa; *pura Ex co町.Ed.; para DZ. 

I ji lta ji ltar mi bdag gis I I rtag tu dkon mchog gsum me hod by as I 

I de lta de ltar klu yi gzugs I I dma’zhing gzhan pa mtho bar gyur 173.211 

2lb mchog] DPGN; cog Z. 2ld mtho bar] DZ; mthong bar PGN. 

王が三宝を絶えず、敬えば敬う程、龍の身体は身を屈め、もう一体は起き上がった。

[12］書翰の送付と龍の降伏

atha r具j員五pun紅 lekheprahite nagapurμgavaりi

skandharpitakhilavai:iigratnabhar碕 samayay功 1173.2211

atha r司自apun紅 llekheprahit巴nagapungava与｜
skandha[5]rppitiikhilaval).igratnabharfil.i samayay時｜｜

I a tha ra dznyal,i pu na rla khe pra hi ta na ga purμ ga ba I 
I ska ndha中ita khi la ba Q.i gra tna bha r劫 sama ya yu与｜

I de nas rgyal pos spring yig slar I I springs tshe klu yi gang zag mams I 

I ma lus tshong pa'i rin chen khur 11 phrag la bkod nas’ongs par gyur I 73.22 II 

さて王が再度手紙を送ると、龍の首領達は商人が所有する一群の宝珠を全て肩に載

せてやって来た。

tad as巴号arμ narapatir vifirya vai:iij孟rμ dhanam I 

visrjya nagan abhavaj jinasasanasadaral,i II 73.23 II 

tad ase号arμn訂 apatirvvitlryya vaQ.ijarμ dhanarμ I 

vis~jya nagan abhavat勾jinasasanasadaral,iII 

I ta da she号harμ [478al] na ra pa ti rbi百ryaba Q.i dza ndha narμ I 
I bi sri dzya na ga na bha ba dzdzi na sha sa na sa da ral,i I 

23c abhav句］ EDZ (Ed.); abhavat吋A(unmetrical). 

I ma lus nor de mi bdag gis I I tshong pa mams la rab tu byin I 

I klu mams btang nas rgyal ba yi 11 bstan la gus dang bcas par gyur I 73.23 I 

23a d巴］ DZPN; niG. 

王はその富を残らず商人達に分け与え、龍達を送り出し、勝者の教えに専ら心を向

ける者となった。



サンスクリット美文詩と賛歌（山崎）

[13］阿羅漢供養

sa vidhiiyiirhatarμ p可五mupacarair nrrocitaiり｜
babhuviinalpasarμkalpair buddhasarμdarfanotsuk功 1173.2411

sa v凶 1ayarhatampiijam uparcarair rn;pocitai与｜
[296al] (babhiiv)analpasa(ryi)kalpai(r) buddhas如 darfanotsuk幼！！

I su bi dha rya rha taryi pii dza mu pa tsa rai nri po tsi t泊。｜

I ba bhii ba na lpa saryi ka lpa rbu ddha sa nda qha no tsu k功｜

I mi bdag la ’os nyer spyad kyis 11 dgra bcom mams la mchod pa bsgrubs I 

I kun tu rtog pa mi chung bas I I sangs rgyas lta bar’dod par gyur I 73.24 I 

24d !ta bar] PGN; blta bar DZ. 

彼は王にふさわしい諸々の身の回りの品々を用いて阿羅漢達を供養し、強く思い慕

うがゆえに15、仏陀に見えたくなりいても立ってもいられなくなった。

[14］ウパグ、プタの招聴

durlabhe parinirviil).anifinajinadarfane I 

upaguptarμ sa fosrava sugatapratimarμ gul).mち1173.2511

durllabhe parinirvviil).anilina早d勾inadarfaneI 
日paguptaryiSa SUSrava sugatapratimaryi gUI).aJ与｜｜

I du rla bhe pa ri ni rba !).a ni Ii na dzi na da rsha ne I 

I u pa gu pta pa shu shra ba su ga ta pra ti maryi gu早aiり｜

2Sb 0ni1Ina。］ EDZ (Ed.); 0ni1Inal).<;¥a。A(unmetrical). 

I yongs su mya ngan’das gyur pas 11 rgyal ba mthong ba myed dka'i tshe I 

I yon tan gyis ni nyer sbas dang I I bde gshegs mtshungs p紅 deyis thos I 73.25 I 
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15analpasaryikalpairが複数形をとっている点、具格がどのような意味で用いられているかについて疑問が
残る。これについては Kalidasaの叙情詩Mef?haduta（『雲の使者』）第99詩節に対する Vallabhadeva註が参
考になる（テキストは HULTZSCHed., London: Royal Asiatic Society, 1911 に4追う）。

[Meghaduta 99] 

ailgenailgaryi tanu ca tanuna ga<;Ihataptena taptaryi sasrel).iisradravam aviratotkal).~ham utkal).~hitena I 

u~I).occhvasaryi samadhikatarocchvasina diiravartl塑些坐堕tevifati vidhina vairil).ii ruddhamargal). II 

君の〔夫は〕逆境に道を阻まれ遠方にいる。〔彼は〕婁れ、極度に苦しめられ、涙を浮かべ、思
慕の念を露にし、大きく溜息をついてばかりいる体で、とても婁れ、苦しめられ、涙に濡れ、思
慕とめどなく、熱い溜息をつく、君の体の中に、君を思慕するがゆえに入って行く。（tanucaの
解釈については横地［2008:104, fn. 6］を参照せよ）

詩節d句の saiμkalpaisを含む箇所を Vallabhadevaは次のように解釈する。

[Vallabhadeva on Meghaduta 99 (52.9 10)] 

tava preyan duravartf笠笠包並豆Eutkanthavasad alig印刷gamvifoti vapu~a tvaddeharyi prave号~um

icchati I tvayaikyaryi yiyasafity artha年｜

君の夫は遠方にいて、君を思慕するがゆえに（samkalpair= utka!lthiivasat）体で体の中に入って
行く。〔彼は〕身体で君の体に入って行くことを望んで、いる。君と一つになりたいとし寸意味で
あるρ

saryikalpaが複数形をとっている理由を Vallabhadevaは説明しない。しかし saiμkalp町を「思慕行為」、具
格を理由の意味に解釈していることが指摘できょう。複数形をとっている理由は横地［2008:104--105］の解
釈を踏まえると、ヤクシャが妻に恋い焦がれる気持ちが沢山あることによるものと考えられる。以上を念
頭に置くと、問題の詩節の anal抑制ryikalpairが意味するのは「繰り返し何度も思い慕うがゆえに」というこ
とではないか。
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完全な浬繋に入っているので消滅している勝者を見ることは難しいけれども、諸々の

美質の点で善逝に等しいウパグプタがいるということを彼（＝アショーカ王）は聞いた。

vidheyarμ bhaktiyuktiiniirμ rn;p功pral)ayivatsa凶iI 

urumul).<;}asthitarμ diitair iininiiya tam iidariit II 73.26 II 

vidheyarμ bhaktyuktiiniirμ nwa与 pra早ayivatsal~ [2] 
(ur)umu早<;Iasthira(rμdutai)r iinin孟yatam iidariit* II 

I bi dhe yarμ bha kti yu ktii niirμ nri p~ pra l)a yi ba tsa la早｜
I u ru rμu 抑制t抑制taira ni na ya ta ma da ra t I 

26a vidheyarμ ] ADZ (Ed.); vidheya E. 26c urumul)<;!asthitarμ DZ (Edよurumul)<;lasthirarμ A; uru-

mal)<;lasthirarμ E. 

I gus dang ldan pa'i dbang gyur cing 11 mdza' la mnyes gshin’gro tshe na I 

I gnas pa de ni mi bdag gis 11 gus pas pho nya <lag gis bos I 73.26 I 

26b’gro] DZ; 'go PGN. 

王は情け深く、柔和な心をしていたので、信愛を抱く者達の意にかなった、ウルム

ンダ山にいる彼（＝ウパグプタ）を、使者を遣わして16、尊敬の気持ちから招いた。

[15］アショーカの三宝敬礼

tatsaparyiiptapaηriiptasaddharmakufalodayaJ:.i. I 

babhiiva satatarμ rえjiiratnatrayapariiyal).a与1173.2711

tatsaparyaptapary(apta)sa o ddharmmakufaloday~ I 

babhuva satatarμ raja ratna仕ayaparaya早油｜｜

I ta tpa pa rya pta ga rtha pta sa ddha rmma ku sha lo da y幼l
I ba bhu ba sa ta tarμ ra dza ra tna tra ya para ya l)aり｜

27a 0saparyaptaparyapta。］ A (DE JONG), comfirmed by Tib. yangs rdzogs…mchod pas thob; 

* 0 saparyaptap訂yanta。Exco句・ Ed.;0saparyaptaparyata0 E; 0saparyaptag紅 thapta。DZ.

I dam chos dge ba rgyas pa ni I I yongs rdzogs de yi mchod pas thob I 

I rtag tu dkon mchog gsum po ni I I rgyal po’i dpung gnyen <lag tu gyur I 73.27 I 

27b yi] ZPGN; yis D. II mchod pas] DZ; mchod pa PGN. 27c mchog] DPGN; cog Z. 

彼（＝ウパグプタ）を供養することを通じて、正しい法がもたらす幸福を完全に成就

させ17、王は三宝を絶えず身の寄せ場とするようになった。

16「ウルムンダ山」何rumu判的に対する Tib.がmgochenではなく、’grotsheとなっているのは語源的に奇
妙である。また党文写本Aはこの箇所を urumul)<;!asthirarμと筆写する。しかし名称語以外でsthiraが処格限
定複合語の後分要素となる用例は管見の及ぶ限り見られない。校訂本がとる党文音写の読みurumul)<;!asthitarμ

をとるべきであろう。

I7ab句の校訂本の読みには問題がある。また解釈が難しい。校訂本はa句冒頭を tatsaparyaptaparyanta0と
する。 DEJONGは最古の写本Aに基づいてこれをtatsaparyaptap紅 yapta。と修正するよう提案する。。P訂yapta。
にあたる部分が写本Aでは判読し難いが、写本Eは0paryapta。と筆写している。この読みは Tib.からも
支持される上、 K~emendra が saparyliptaparylipta。という〈同音群反復〉を意図していたと考えれば問題
なかろう。またこの〈同音群反復〉は Ramaym:iama司jarf（『ラーマの事績の花束」）の奥書第五詩節目に
vidvajjanasaparyliptapary晶ptasv勾anotsavaり「〔K~emendra は〕知者を供養することを通じて、親族を十二分
に歓喜させた」という形で見出される（テキストはSIVADATTAand PARABA巴ds.,Bombay: NSP, 1903に従
う）。 DEJONGの訂正案をとるべきであろう。



サンスクリット美文詩と賛歌（山崎）

iti jinasmarm:_iena mahipatiりprasftapm:iyamahodayasampadaI 

vi~abhftam api mauli~u sasanam kusumadamavi!asam avaptavan 11 73.28 11 

iti jinasmaral)ena mah刷 ti[3］年p(r)asf(ta)pul)ymnahodayasampadal_iI 

vi号abhftamapi mauli~u sasanal]1 0 kusum孟damavilasamavaptavan事 II

I i ti dzi na sma ra i:ie na ma hI pa ti年prapa bapu早yama ho da ya sa mpa daり｜

I bi ~ha bhri ta ma pi mau Ii ~hu sha sa Ilal]1 ku su ma da ma bi Ia sa ma ba pta ba n I 

28b prasftapul)yamahodayasmnpada] Ex conj. Tib. rab rgyas bsod nams cher bar dar ba phun tshogs 

kyis (DE JONG); *prasabhapui:iyamahodayasampad孟Exconj・Ed.;prasftapul)yamahodayasmnpad幼
A; prasavapul)yamahodayasmnpad叫E;prapabapui:iyam油 odayasmnpadal_iDZ. 

I de !tar rgyal ba dran pas sa yi bdag po dag 

I rab rgyas bsod nams che bar dar ba phun tshogs kyis I 

I bka’ni me tog’phreng bar gyur pa’i rtse dga' dag 

I dug ’dzin mams kyi mgo bo la yang thob par gyur I 73.28 I 

28b kyis] DZ; kyi PON. 28c’phreng bar] DZ; phreng bar PON (also co汀ect).

以上のような勝者を念ずる行いは、広く聞こえている徳ある行いがもたらす大きな

〔果の〕生起を実現させる 18。それを通じて大地の主は毒を宿す者達の頭頂に対してす

ら命令を下すという花環との戯れを手にしたのである。
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次に解釈の問題であるが、 0paryapta0「完全な」が後続する複合語、addharmakusalodayal_i「正しい法が
もたらす幸福の成就」のどの構成要素を限定しているのか判断し難い。 Tib.を見ると <lainchos dge ba rgyas 

pa ni yongs rdzogs「正しい法がもたらす幸福の、完全なる成就」とし寸解釈をとっていることが分かる。蕨
訳者は paryaptascぉausaddharmakusalodayas caという同格複合語の分析文を念頭に置いていたと思われる。
従って 0paryapta0を0udaya与の限定要素と見なす解釈をとる。

18究文写本も楚文音写もこの箇所のテキストを正しく伝えない。解釈も困難である。順に問題を検討しよ
う。まず党文写本と究文音写はいずれも b句末で 0smnpadぬという読みを伝える。しかしこれでは b句が
詩節内で浮いてしまう。対応する Tib.phun tshogs kyisに基づいてこれを 0sampadaと訂正する校訂本の読
みをとるべきであろう。ところが校訂本はb句冒頭を prasabha。と読んで、おり意味が通じない。党文写本A
の読みは判読し難いが DEJONGが言うように prasfta。と筆写されているように見える。若い写本と党文音
写はそれぞれprasava。もしくは prapaba。と筆写しており、筆写者が該当部分を判読し得なかった可能性が
ある。 Tib.はrabrgyas「とても広大なJ という大雑把な訳語をあてるので“cf.(scil.con白rmed)by Tib.”とい
うDEJONGの言は論拠が弱いように思われるが、彼の訂正案を反論する根拠が十分に見出されない以上、
この読みをとるべきであろう。
解釈の問題に移ろう。 prasfta。と。udaya。の意味が分かりにくい。 prasftaが複合語の前分要素となる場合、

「光」や「血液」、「矢」、「手」といった物質名詞を後分要素にとり「流れ出た」、「放たれた」、「差し出され

た」という意味を表示して所有複合語をなすのが普通でドあるo しかしこの文脈で所有複合語の解釈をとる
のは難しいであろう。問題箇所では「広く聞こえている」、「有名な」、「周知の」といった意味で用いられて
いるのではないか。これにやや近い用例はぬn:zarhavan:za第七章第 12詩節に見られる。

[i匂n:zarhavaηia7.12]

br討1mal)abrahma早a与putraaurasa mukh勾aitiI 

E竺型企lokavado’yal]1tvayi saphalymn agata年｜｜

「およそバラモンという者は党天の息子であり、胸から生まれたのであり、口から生まれたの
だ。」という、世間一般で広く言われているこのことは、爾に関して現実のものとなったのだ。

註釈を欠く点に問題があるが（HARTMANN(1987：・ 224］は”weitverbreitete“という訳を与える）、 prasftapu早ya
をprasfta!]1ca tat pul)yal]1 ca「広く聞こえている／有名な徳ある行い」という同格限定複合語に解す。
udayaの解釈については Bhavabhi1tiのMahavfracarita（『偉大なる勇者の事績』）第四幕第 12詩節とそれ

に対する VIraraghavaの注釈が参考になる。

[Mahavfracarita 4.12] 

apr紘ftanica gui:iais ca nirantar匂ilokottarai:ii ca phalais ca m油odayaniI 
virasya tasya mahatas caritadbhutani nasm孟kamevajagatam api mail.galani II 

非凡にして、諸々の美点に満ち、世間を越えていて、もたらす諸々の果で
大きな〔果を〕生ぜしめる、かの偉大な勇者（ニラーマ）がなした諸々の事績という驚き
の的は、ただ我々のみならず、世界に吉祥をもたらすものなのだ。
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iti k号emendraviracitayaip.bodhisattvavadanakalpalatayaip. nagadiitapre号m;iavadanaip.nama 

trisaptatitamaりpallaval_lII 

1ti k~emendraviracitayaf!l bodhisatvavadanakalpalata[ 4 ]ya(f!l) nagadutapr句ai:iavadanaf!ltrisaptatitamaJ:i 
pallavaJ:i II 7×｜｜ 

I i ti k~he me ndra bi ra tsi ta yaf!l bo dhi sa twa ba d孟naka !pa [478bl] la ta yaf!l na ga du ta pre ~ha 

早Eba da naf!1 tri sa pta ti ta maJ:i pa Ila waち｜｜

I ces pa dge ba’i dbang pos byas pa'i byang chub sems dpa’i rtogs pa brjod pa dpag bsam 

gyi’khri shing las klu la spring yig springs pa'i rtogs pa brjod pa’i yal ’dab ste bdun cu rtsa 

gsumpa’ol 

Colophon ces pa] ZPGN; zhes pa D. II spring yig springs pa'i] PGN; springs pa’iDZ. 

以上 K~emendra によって著された『菩薩のアヴァダーナの願望成就の蔓草』中の「龍

への使者の派遣アヴァダーナ」という名の第73章了。

付論II Avadiina加 lpalatii第 59章Kunala和訳研究に対する補足

同章に対する和訳研究は本誌第8号に発表した通りであるが、内容上補足すべき点が新たに見

出されたので、以下に当該の究文テキストと新訳、訳注を挙げておく。略号及び所引の文献は特

に断りがない限り、前掲論文で用いたものに同じである。

第二詩節

purottame patalipu住anamnimahiyuvatyas tilak孟yamaneI 

yafonidhiり＊sauryakulavataip.s均価m孟nafokaり k~itipo babhiiva II 59.2 II 

大地という娘の額印のような働きをする、パータリプトラという名の最上の都城に、名

声の宝庫であり日種の頭飾りである吉祥なるアショーカという大地の守護者が現れた。

PWが用例とともに挙げる avataf!1saの語義は「花環」（Kranz）、「環状の飾り」（reif，叩fiirmigerSchmuck）の
三つである。しかし kofa類にその痕跡が見られる通り、この語は後には「耳飾り」（Ohrenschmuck）、「頭髪
に巻く環飾り」（auf dem Scheitel getragener Kranz）の意味で用いられ、隠験的に「最も優れたもの」を表す
ようになったようである。これを裏付ける証拠を我々は RatnakaraのHaraνijaya第31章第八詩節に対する
Al aka 註、 S品rnr~a の Nai~adhiアacarita に対する Narayai:ia 註に見出す。

[Haraνijaya 31.8] 

sa prenkhitasrava早atiilasamiravega戸ryastakaficanalatiispadaratnapu~pe I 

saf!1danitaf!1 mahati kalpat訂孟vap必yadairavai_Jaf!l sakalanagakulavatamsam II 

黄金の蔓草を付く場所とする宝珠の花が、揺さぶられる垂れ耳で起こる風の力で散乱する巨
大な如意樹に結び付けられた、全ての象の一族の頭飾りであるアイラーヴァナ象を彼は見た。

d句末の avataf!1Saに対し Alakaはavataf!1saJ:isirobhii~ai:iam （「avataf!lsaとは頭の飾りのことである」）と
いう語釈を与える。 Nai~adhfyacarita の用例は次の通りである。

[Nai?adhfyacarita 3.94] 

tvaya vidheya na giro madarthaJ:i krudha kadu~i:ie hrdi nai号adhasyaI 

pittena dune rasane sitapi tik向 atehaf!ls唾旦竺笠型竺｜｜

下線部に対し VIraraghavaはphalaisca mahodayani mahiiphal司janakani(230.25）「諸々の果で大きな生起を
もたらす、つまり大きな果を生ぜしめる」（テキストは GRIMALed., Pondichery: Institut Frarn;;ais, 1989のそ
れに従う）という説明を与える。これを踏まえると問題の udayaは「〔徳ある行いがもたらす大きな〕果の
生起」と解すことができょう。問題箇所は prasi;tapui:iyamahodayasyasampad yasya tena「広く知られた徳あ
る行いがもたらす大きな〔果の〕生起を実現させる〔勝者の想起行為〕」と分析できるのではないか。



サンスクリット美文詩と賛歌（山崎）

ハンサ烏の一族の飾りよ、憤りのせいでニシャダ王の息子の心が少しでも険しくなっている

時、私の為の言葉をお前は発してはなりません。胆汁素のせいで味覚が損なわれている時、白
糖すら苦いもののように作用するのだから。
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Naraya1.1a は d 句の harµsakulavata111sa を harµsava1115abhii~ai.ia (142.27）と言しミ換えているので avatarμsaを
「飾り一般」の意味に解していたことが推定されよう。以上の語釈を根拠にここでは avata111saを「頭飾り」、
「飾り」の意味に解すべきであろう。

第23詩節

aklibacandradyutim ayatiik早arp.piniirp.sam高januvilambibiihuml 

abhyetya tarp. sneharasiirdracitta yaviyasi sa janani jagada II 59 .23 II 

満月のような輝きを発し、目は大きく、肩は肉付きがよく、腕は膝まで、垂れ下がっ

ている彼に近づいて、愛という情（或いは、愛情と色欲）のこもった心を抱いた、その

ずいぶんと若い母親は言った。

b句末を党文写本Bと党文音写は真januvilambaba:humと読み校訂本はこれをとる。これに対し究文写本A

とEが示す読みは実januvilambibahumである。意味する所は同じであるが、党文写本Aの読みを優先させる

方針に照らし司januvilambibahumとし追う読みをとるべきであろう。この読みは Raghuvaf!!Sa第 18章第 25詩
節における次の用例からも支持される。引用テキストは PANDITed., Bombay: Indu-Prakash Press, 1874に基
づく。

[Raghuvaf[lia 18.25] 

pita pitf!.iam arn;1.1as tam ante vayasy anantani sukhani lipsu}_l I 
ぺjanamajanuvilamhiba:hum lqtva lqtI valkalav孟nbabhiiva II 

祖先達からの負債がなくなり義務を全うした父親は、最後の人生の段階で終わりのない諸々
の楽を手にしようとして、腕が膝まで垂れ下がっている彼を王となし、木の皮を身にまとった。

c句末の sneharasardracittaは多様な解釈の余地を残す。これについては KalidasaのKumiirasambhava第
三章第 35詩節に対する註釈家 Vallabhadeva( 10世紀）と Mallinatha(14世紀）の註釈が参考になる。当該詩

節は次の通りである。

[Kumiirasambhava 3.35] 

ta111 ddam aropitapu~pacape ratidvitiye madane prapanne I 

ka~！hagata竺坐笠笠一面mviddharµ dva111dvani bhava111 kriyaya vivav叫｜｜

カーマが花の弓に弦を張り、ラティを従えてその場所（ニシヴ、アの精舎）に辿り着いた時、雌

雄のつがいは、最高潮に達した愛という情と混じり合った感情を仕事で露にしていた。

c句を Vallabhadevaは次のように解釈する。 Vallabhadevaon Kumiirasambhava 3.35 (77.3-4): kii~！hiif!l para111 
ko!il11 gatafi prapto ya}_l snehah p市 ihrasa§ ca ragas tabhyam anuviddhaf!l bhavitam I ratiragagarbham ity arth幼

（「最高潮に（kii~！hiim = para111 ko!im）達した（gata年二prapta}_l）愛（snehah= pritih）と色欲（rasah= ragah）とで
もたらされた（anuviddham= bhavitam）〔感情〕、つまり愛と色欲とを含んだ〔感情〕という意味である。」）。
つまり snehaを「愛」、 rasaを「色欲」の意味に解し両者を並列複合語に解釈する。これに対し Mallinathaは

次のような語釈を与える。 Mallinathaon Kumiirasambhaia 3.35 (51.25 28): kii~！otkar~a与 I kii~！otkar~e sthitau 
disi ity amara}_l I ta111 gato ya}_l 盟主主主 i~＼asadhananibandhanaり premaparanamamamatabhimana}_l I prema na priyata 

hard叩lprema sneha}_l ity amara}_l I ~日主竺旦笠Et巴niinuviddhaf!lsa111prktarμ bhiivaf!l ratyakhyarμ 伯garabhavarμ

（「kagha とは卓越性のことである。 Wka~！hii は卓越性、境界、方角を意味する』と A附rako§a は言う。そこ
い最高潮）に達した愛一望みのものを手に入れる行為と結び付く、『愛情」とも呼ばれる、「私のものだ』と
いう思い込みであり、『男性形の preman、priyata、harda、p陀 man、snehaは愛情を意味する同意語である』
とAmarako§aは言う とし寸情でいっぱ~＇になった、つまり混ざり合った感情、つまり『恋』と呼ばれる
『恋情』を生み出す感情。」）（テキストは PANSIKARed., Bombay: NSP, 1906に基づく）。すなわち snehaに

ついての解釈を Vallabhadevaと向じくするものの、 rasaを演劇論上の〈情〉の意味に解し、両者を同格限定
複合語に解釈する。 rasaをraga「色欲」と同義と見なす解釈は RatnakaraのHaravijaya第 23章第50詩節に
対する Alaka註にも現れるので、 10世紀以降のカシミールでは rasaをragaと区別せずに用いていた可能性

もある。二つの解釈を併記しておく。
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第26詩節

parapy asau me jananl nりevavatsalyam avi~kurute sadaiva I 

dhyatveti ni恒油kamatiりsatasy功padapra頃manatasekharo’bhiitII 59.26 II 

「〔実母〕でもないのに、その御方は私の実母のように本当にいつも愛情を示して下

さっている。」と考え、彼は疑念を抱くことなく、彼女の足にひざまずいて頭を下げた。

。孟natasekharoを文字通り解釈すれば「宝冠を曲げたJ となろう。しかし意味不明で、ある。この場合「頭
を下げた」という意味が期待されるべきである。では実際にこの意味で用いられている用例があるか否かが
問題となる。この類例として natamauli という表現がSnnar~a の Nai~adhfyacarita 第九章第 157 詩節にある。

[Nai手adhfyacarita9.157] 
atha bhlmabhuvaiva raho’bhihitaiμ natamaulir apatrapaya sa nijam I 
amaraiJ:i s山均asam桝 atiiμjagafipatir abhyupagatya yayau II 

さてかの大地の主（＝ナラ）は、まさしくビーマ王の娘（＝ダマヤンティー）から密かに告げ
られたように、諸王が集まる場所へ神々と一緒に自分が行くことに同意してから、恥ずかしさ
でうつむきながら発って行った。

下線部に対し Naraya早a註は adhomukhaJ:i「顔を下に向けた」という語釈を与える（Naraya早aonNai~adh加－
carita 9.157 [406.18］）。この語釈に照らすとanatasekharaという表現は「宝冠を曲げた」という意味ではな
く、「宝冠を傾けた」つまり「頭を下げた」、「うつむいた」という意味で用いられていたことが推定されよ
う。従って我々は問題箇所を「頭を下げた」とし寸意味に解すべきではないか。

第63詩節

atrantare putramukharavindasarpdarfanotka1ghitamanasasya I 

cintanubandhad iva bhiimibhartur vyadhir babhiivod訂 abaddhamiilめ1159.6311

この間、心が息子の蓮華のような顔を見ることを切望する〔アショーカ〕王に、内

臓に深く根を生やした病が、絶えざる心配に起因しているかのように生じた。

校訂本は d句を vyadhirbabhiivodarabaddhamiitr幼「内臓で尿の排池が阻まれる病が生じた」と復元する。
確かに 0baddhamiitraが医学文献で「排尿を妨げる」（denHam hemmend）とし寸意味で用いられる用例は
存在する。しかしこの文脈ではあり得ない読みである。まず、ネパール系写本と党文音写、 Tib.は全て脚末
の。miitraJ:iという読みを支持しない。三者が示す読みは 0miilaJ:iで、ある。次に用例の有無が問題となるが、
DE JONG [1965a: 234］が指摘するように、 PWはbaddhamiilaに「深く根ざした」（Wurzelngefasst habend, 
fest wurzend）という訳をあてSisupiilavadha第二章第 38詩節を典拠として挙げている。但し PWの解釈を
無条件にとるのは危険なので、当該箇所を註釈家Vallabhadevaの説明とともに見てみよう。 Mallinatha註は
baddhamiilaに対する語釈を欠くので省略する。

[Sisupiilavadha 2.38] 

tvaya vipr紘rtascaidyo rukmi1.1Iiμ harata hare I 
baddhamiilasya miilaiμ hi mahad vairataro与striy幼｜｜

ヴィシュヌよ、爾はルクミニーを奪い、チェーディ国王の気分を損ねている。実に女という
ものは、根ざす所を得た敵意という木の主たる根である。（vairataroJ:iをMallinatha註に従い〈隠
轍〉に解す。 Vallabhadeva註は「木のような敵意」という〈直喰） (upama）に解す）

下線部に対し Vallabhadevaは次のような語釈を与える。 Vallabhadevaon Si§upiilavadha 2.38 (58.7-8): 
baddhamiilasya kara早antare1.1alabdhapratisthasya vairatarof:i striyo mahan mulaf!l pradhanaiμ k孟ra1.1amiti tv anye I 
（「一方、女というものは、別の原因を理由として、根ざす所を得た（baddhamiilasya= labdhapratisthasya）木
のような敵意の大きな根源すなわち主たる要因だと、別の者達は〔言う〕。」）。以上の直接証拠と状況証拠
に照らし我々は DEJONG [1965a］の指摘を妥当と見なしそれに従うべきである。
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第 145詩節

sa labdhasaqijfiaりfanakairjalena himaccha~asikaradanturel)a I 

samipam aptaqi m;patlりkumaramutsa白gamaropya ciraqi 8ufoca 1159.145 II 

かの〔アショーカ〕王は雪の塊から滴る雫で肱い水を掛けられてようやく意識を取

り戻し、近くにやって来た太子を膝に乗せ、長い間悲嘆に暮れた。
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b匂の解釈が難しい。 Tib.はこれを khaba’I zer ma'i thigs’dra chus「雪の塊の滴に似た水」と意訳する。 A

iokiivadiinamiiliiの編者もこの箇所を理解できなかったらしく 0cha~asikharasaurasena (Aiokiivadiinamiilii 5 .24 7) 

という形にテキストを変えている。 DEJONGはこれに従い＊0 charasikharasaurabhena「〔雪〕塊から生じる細か
い水滴から芳しい香りを放つ〔水〕」と修正すべきであろうかと推定する。しかし。danturenaを0saurabhena

と修正すると写本の読みから離れてしまう。写本の読みをとるべきであろう。ではどう解釈するか。確か
にpwが挙げる danturaの意味は (1）「歯が突き出ている」（hervorstehendeZ註hnehabend）、（2）「起伏のある」
(uneben）、（3）「びっしりと覆われている」（dicht besetzt mit）、（4）「醜い」（hill3lich）であり、いずれもこの
文脈に合わない。当該箇所に最も近い用例を探すと Haravijaya第四章第二詩節の用例が挙がる。

[Haravijaya 4.2] 

abhy油 atahimak紅油 sphuradacchataraprastaratarakira早otkara坐旦盟百rU:iI 
miilena yasya ma出1taJ:isakalo 'mb1同 siratyunnatena sikharei;ia ca nakamarg幼II

それ（＝マンダラ山）の裾野と高く突き出た峰とはそれぞれ、蛇と海獣を叩きのめし、きら
めいていて透き通った、星々のように散らばる真珠玉が放つ一群の光線で、舷い美しさをした大
海全体と、太陽を凌駕し、きらめいていて透き通った星座が放つ、輝く一群の光線で（或いは、
星座と月の、現れ出る光線で）舷い美しさをした空の領域とを撹搾した。

以上の詩節に対し Alaka註は次の語釈を与える。 ahayomakarii.~ ca priiJ_:libhed劫Iahimakaras ca siirya与Itiirii-

νat prastiiro ye~iirµ te tiirii muktamai;iaya年Itatkaranik紅官。aI tiiriiprastiirasya ca tiirei:ia diptamata kirai:iotkarei:ia 
danturii hasanfi samunnata va I tiirakirai:iaJ:i sitiirμfoJ:.i tasya codgatair arp.Stibhir iti va niikapak与eyojyamll（「蛇（ahi)

達と海獣（mak紅 a）達とは生物の一種である。熱い光線を発すもの（ahimakara）とは太陽のことである。星々
のように散らばる真珠玉（tarめ＝ muk信ma早ay幼）。それが放つ一群の光線で〔舷い美しさをした大海全体〕。
そして星座（tぉapras偏ra）の、輝く（ta印刷二 diptama同一群の光線で舷い、つまり白く輝くもしくは気高い
〔美しさをした空の領域〕。或いは tarakirai;iaとは冷たい光を放つもの（＝月）のことであり、そしてそれ（＝
月）の現れ出た光線で（utkare加＝ udgatair arp.fobhiり）〔舷い美しさをした空の領域〕というように空の側と
構文上結び付けられうる。」）

以上の用例は本来の d叩 turaが持つ「歯が突き出ている」という語源的な意味が、 Ratn紘紅aの時代には
「白い」、「気品ある」という二次的な意味に使われていたことを示唆する。 Avadiinakalpalatiiの問題の詩節
における danturaの用例は himacchara「雪の塊」という語と一緒に用いられていることから考えて、この意
味で解釈するのが穏当でらはないか。

略号及び参考文献

BHSD =EDGERTON, Franklin 1953 Buddhist Hybrid Grammar and Dictio叩 η.vol. 2: Dictionary. N巴WHaven: 

Yale University Press. (Reprint: Delhi: Motilal Banarsidass, 1972) 

pw = BbHTLINGK, Otto 1879-1889 Sanskrit-Worterbuch in kiirzerer Fassung. 7 vols., St. Petersburg: Buch-

druckerei der kaiserlichen Akademie der Wissenschaften. (Nachdruck: Kyoto: Rinsen Book Co., 1991) 

PW= BbHTLINGK, Otto and Rudolf ROTH 1855ー1875Sanskrit-Worterbuch. 7 vols., St. Petersburg: Buch-

druckerei der kaiserlichen Akademie der Wissenschaft巴n.(Tokyo: Meicho-Fukyii-Kai, 1976) 

SCHMIDT, Nachtr =SCHMIDT, Richard 1928 Nachtriige zum Sanskrit-Wδrterbuch in kiirzerer Fassung von Otto 
Bohtlingk. Leipzig: Verlag von Otto Harrassowitz. (Nachdruck: Kyoto: Rinsen Book Co., 1991) 

CAPPELLER, Carl 1912 Bharavi’s Poem Kiriitiiりuniアa Or Arjuna's Combat with the Kiriita （ニHOSvol. 15). 

Cambridge, Massachusetts: Harvard University Press. 

COWELL,Edw訂 dByles and Frederick William THOMAS 1897 The Har~a carita of Bai:ia. London: Royal Asi 

atic Soci巴ty.(Reprint: D巴lhi:Motilal Banarsidass, 1968) 

DIETZ, Siglinde 1984 Die buddhistische Briefiiteratur lndiens: Nach dem tibetischen Tanjur herausgegeben, iiber 
setzt und erliiutert (= Asiatische Forschungen Bd. 84). Wiesbaden: Otto Harrassowitz. 

DIMITROV, Dragomir 2002 Miirgavibhiiga Die Unterscheidung der Stirarten: Kritische Ausgabe des ersten Ka-
pitels von Dai:it)ins Poetik Kavyiidar§a und der tibetischen Ubertragung Siian nag me Ioli nebst einer 
deutschen Ubersetzung des Sanskrittextes (= IndTib Bd. 40). Marburg: IndTib Verlag. 



132 『比較論理学研究』（比較論理学研究プロジェクト研究センタ一報告）第 12号

GEROW, Edwin 1971 A Glossaηof Indian Figures of Speech. The Hague・ Paris: Mouton. 

HAHN, Michael 2007 Haribha.t.ta in Nepal: Ten Legends from His Jiltakamillil and Anonymous SiikyasiJ!lhajiltaka 

( = StPhB Monograph Series XXII). Tokyo IIBS. 
HARTMANN, Jens-Uwe 1987 Das 均 n:zilrhavan:zastotrades Miltrce!a (=AAWG Philologisch-historische Klasse 

Dritte Folge #160). Gottingen: Vandenhoeck & Ruprecht. 
MANI, Vettam 1975 Purili:zic Encycloped肌 AComprehensive Dictionaηw同 SpecialRefe陀 neeto the Epic and 

Purili:zic Literature. Delhi: Motilal Banarsidass. 

LIENHARD, Siegfri巴d1984 A History of Classical Poetη：Sanskrit Pali Prakrit ( = HIL vol. 3 fasc. 1）目 Wiesba-

den: Otto Harrassowitz. 
QUACKENBOS, Georg巴Payn1917 The Sanskrit Poems of Mayiira: Edited with a Translation and Notes and an 

Introduction together with the Text and Translation of Bili:za’s Cai:z1/Ifataka ( = Columbia University In do-

Iranian Series vol. 9). New York: Columbia University Press. (Reprint: New York：目 AMSPr巴SS,1965). 

SHACKLETON BAILEY, David Roy 1951 The Satapaficilfatka ofMiltrce!a: Sanskrit Text, Tibetan Translation and 

Commentary and Chinese Translation. Cambridge: The University Press. 

STEIN, Mark Aurel 1900 Kalhai:za's Riljataraligii:zf: A Chronicle of the Kings of Kasmfr. 2 vols., London: A. 

Constable. (Reprint: Delhi: Motital Banarsidass, 2009) 

STRAUBE, Martin 2011“”Der Kampf des Kiraten mit Aηuna“Zu einer kaum bekannten Ubersetzung des Kiriitil 
ヴuniアadurch Friedrich Riickert，”ZDMG 161-2, pp. 377-404. 

岡野潔 2005 「Avadanakalpalataから avadanamalii類へ」（『印仏研』 54-1,pp. 367 374) 

川村悠人2011 1Meghadiitaにおける反復表現ーヴアツラパデーヴァとマッリナータの解釈 」（『哲学』
第 63集、 pp.129ー141)

引田弘道2005 「アショーカ王物語（その二）ー『ボーディサットヴァ・アヴァダーナ・カルパラター』第

73, 74章 」（『人間文化』［＝愛知学院大学人間文化研究所紀要］、第20号、 pp.353 347) 
山崎一穂2002 「中世インド、の仏教説話－Avadilnak刀｛抑latii及び、A§okiivadilnamillii所収「ウパグプタのマー

ラ調伏物語」 」（『比較論理学研究』第 IO号、 pp.23-64) 

一一forthcoming“OnK~emendra’E Version of the Nagadiitapre~a明，”（『印仏研』 63-3，掲載頁未定）
横地優子 2008 「サンスクリット詩の理解に向けて」（『多言語社会における文学の歴史的展開と現在：イン

ド文学を事例として」平成 17年度 平成 19年度科学研究費補助金基盤研究（A）研究成果報告書［研
究代表者水野善文］所収、 pp.101 114) 

（やまさき かずほ、日本学術振興会特別研究員［インド哲学］）



サンスクリット美文詩と賛歌（山崎） 133 

Sanskrit Poetry and Hymns: Bharavi’s Kirtitarjunfya 18.22-43 

Kazuho Yamasaki 

The Kiriitiiヴuniアaor Aげuna's Combat with the Mountain Tribe by Bharavi (ca. mid-sixth c巴nturyC.E.) 

is a classical Sanskrit epic in eighteen chapters. Verses 22 to 43 of the last chapter of this work are 

devoted to a hymn in praise of Siva. The most arresting feature of the hymn is that Bharavi uses a figur巴

of speech call巴dyamaka or“chime”in eleven out of twenty-two verses. Although many studies have 

been conducted on Hindu, Buddhist, and Jain hymns, little attention has been paid to figures of sp巴巳ch

used by hymnodists. Taking the hymns of Matrce!a (befor巴thefourth century C.E.) and that of Mayura 

(mid-seventh century C.E.) into consideration, this paper has examined the features of the yamaka in th巴

Kiriitiiりunfya18.22-43. 

The results were as follows: 

(1) In the Kiriitiiηunlya 18.22-43, only three out of elev叩巴xamplesof yamaka conform to the rules of 

yamaka as established by poetic theorists. The r巴stare classified into pseudoづ1amaka.This is true 

for Matrce!a’s hymns as well. It should be noted, however, that while M孟trce!abreaks grammatical 

rules in several cas巴s,Bharavi nev巴rdo巴s.It is thus likely that the practice of composing hymns in 

conformity with prescriptive grammar prevailed among hymnodists from around the fifth century 

C.E. onwards. 

(2) The examples of yamaka in Mayura’s Saηa§atak，αare more elaborate and faithful to poetic rules 

than those in the Kiriitiiηunlya 18.22-43. Interestingly, howev巴r,Mayura us巴Syamaka in only one 
out of 101 v巴rses.This fact suggests that yamaka went out of use in hymns by the middle of the 

seventh century C.E. 

It is reasonable to suppos巴thatone of th巴reasonsthat the Kiriitiiη 
among both Indian and Western critics is that Bharavi pr巴fe汀edto convey clear meanings in his verses 

instead of constructing a faultless yamaka at the cost of meaning and grammatical rules. 

刀ieAnnals of the Research Project Center for the Comparative Study of lρgic 12 (2015): 97-133. 
email: kazuho.yamas誌i@gmail.com


